
ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策

|
|
雇
用
主
処
罰
と
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
を
中
心
に
|
|

は
じ
め
に

本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
移
民
法
が
、
不
法
就
労
問
題
に
つ
い

て
い
か
な
る
対
応
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
雇
用
主
処
罰
制
度
お
よ

び
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
も
の
で

あ
る
。本

稿
で
述
べ
る
「
雇
用
主
処
罰
」
制
度
は
、
後
述
す
る
一
九
八
六
年

に
移
民
改
正
管
理
法

(
I
R
C
A
)
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
、
就
労
資

格
の
な
い
外
国
人
を
雇
用
し
た
者
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
り
不
法
就
労

を
取
り
締
ま
ろ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
雇
用
主
処
罰
制
度

の
実
施
は
、
外
周
人
や
外
国
人
に
似
た
者
の
雇
用
差
別
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、

I
R
C
A
に
お
い
て

早

智
津
子

i
 
l
 

--，F
 

雇
用
主
処
罰
制
度
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
よ
う
な
弊
害
を
防
止

す
る
た
め
、
一
定
の
国
籍
差
別
や
出
身
国
差
別
を
禁
止
し
た
「
移
民
関

連
不
当
雇
用
行
為
」
制
度
を
創
設
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
最
近
、
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
政
策
の
あ
り
方
が

再
び
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
不
法
就
労
対
策
も
議
論
さ

れ
て
い
る
。
わ
が
閣
の
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
(
以
下
、
「
入

管
法
」
と
い
う
)
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
移
民
法
を
母
法
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
(
平
成
元
年
)
改
正
に
お
い
て
、
「
不
法
就

労
助
長
罪
」
(
七
三
条
の
二
)
に
よ
る
雇
用
主
等
の
処
罰
の
制
度
を
導

入
し
た
が
、
国
際
化
の
進
展
に
つ
れ
、
今
後
不
法
就
労
助
長
罪
の
適
用

事
例
が
増
え
、
こ
の
制
度
の
重
要
性
も
増
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ

，Q
。
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一

C
O

次
に
、
「
移
民
関
連
不
当
一
一
雇
用
行
為
」
制
度
は
、
前
記
の
よ
う
に
、

雇
用
主
処
罰
制
度
の
導
入
に
対
す
る
反
作
用
と
し
て
の
外
国
人
等
に
対

す
る
差
別
を
規
制
す
る
制
度
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
閣

の
入
管
法
は
「
不
法
就
労
助
長
即
時
」
を
導
入
し
な
が
ら
も
、
外
国
人
へ

の
差
別
に
対
す
る
措
澄
は
採
用
し
て
お
ら
ず
、
労
働
法
の
分
野
で
も
労

働
条
件
藻
測
に
関
す
る
労
働
基
準
法
一
二
条
を
除
き
、
特
段
の
世
相
霞
は
な

さ
れ
て
い
な
い

J

そ
の
た
め
、
合
衆
同
の
移
民
法
に
お
け
る
移
民
間
述

不
当
採
用
行
為
制
度
の
検
討
は
有
援
な
示
唆
を
与
え
う
る
が
、
同
制
度

を
検
討
し
た
先
行
業
績
は
少
な
い
。
ま
た
、
雇
用
主
処
罰
制
度
に
つ
い

て
は
、
詳
細
な
先
行
業
綴
が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
と
移
民
関
連
不
当
一
脱

出
行
為
紛
皮
と
の
関
連
に
は
必
ず
し
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
こ
れ
ら

s

a

つ
の
制
度
を
取
り
上
げ
、
両
都
刊
の

関
連
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
つ
い
て
概
説
し
た

の
ち
、
雇
用
主
処
罰
制
度
お
よ
び
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
規
制
の
内
容
お
よ
び
裁
判
例
等
に
お
け
る
迷
用

状
況
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
移
民
法
の
特
徴
を
踏

ま
え
て
、
わ
が
凶
へ
の
ぷ
峻
を
探
る
試
み
を
行
う
。

一
時
六

ア
メ
リ
カ
移
民
法
概
説

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
外
国
人
労
働
者
政
策

本
一
織
に
お
け
る
雇
用
主
処
罰
制
度
お
よ
び
移
民
関
連
不
当
藤
周
行
為

制
度
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
移
民
法
の

概
要
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
合
衆
国
の
移
民
法
に
お
け
る
廿
棒格

十
本
栴
的
な
法
典
は
一
九
五
.
一
年
制
{
定
必
の
「
移
民
及
び
凶
籍
法
」
(
吉
ヨ
呈
↑
釘
加
匂
吋
g平臼守
'
 

z5c=
包仏

Z
乞包一。

法
は
削
制
判
定
後
数
{
皮
皮
の
改
牛
正
正
を
経
て
い
る
が
、
本
稿
で

I
N
A
と
い
う
と

き
は
、
そ
の
後
の
改
正
を
も
含
め
た
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
移
民
受
人
れ
国
で
あ
り
、
そ
の
外
国
人
労
働

者
受
入
れ
政
策
は
、
家
族
関
係
移
民
に
つ
い
て
は
入
国
後
の
就
労
に
特

段
制
限
を
設
け
な
い
一
方
で
、

a

定
の
資
絡
要
件
(
専
門
技
能
保
持
者

が
優
先
さ
れ
る
)
を
満
た
し
た
原
則
関
係
移
民
お
よ
び
非
移
民
を
受
入

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
移
民
」
の
受
入
れ
は
合
衆
国
の
政
策
の
基
本
的
特
徴
で
あ
る
が
、

「
移
民
」
と
は
、
一
般
的
な
意
味
で
は
、
「
あ
る
国
を
離
れ
て
永
住
を

目
的
と
し
て
別
の
間
に
移
動
す
る
者
」
を
い
、
つ

3

た
だ
し
、

I
N
A
に

お
け
る
「
移
民
(
言
言
明
伊
豆
」
と
い
、
つ
別
訪
は
、
「
非
移
民

5
3
5
4

5
G
g三
思
何
回
お
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
該
当
し
な
い
す
べ
て
の
外
間
人

を
指
す
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
同
法
に
は
、
「
非
移
民
」
に
つ
い
て
は

細
分
化
さ
れ
た
規
定
が
あ
る
が
、
そ
の
概
ね
共
通
す
る
特
徴
は
、
①
そ



の
外
国
人
が
外
国
に
「
住
所

(
5
E
g
n
nこ
を
有
し
て
お
り
、
か
っ
、

そ
の
住
所
を
放
棄
す
る
意
図
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
②
一
時
的
(
短
期

的回目

2
2
2
1
な
活
動
(
事
業
、
就
労
、
留
学
な
ど
)
を
す
る
た
め

合
衆
国
に
入
閣
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
c

そ
の
反
対
概
念
と
し

て
の
移
民
は
、
合
法
的
な
永
住
資
格
を
持
っ
た
合
法
移
民
(
永
住
外
国

人
、
言
吉
田
口

B
ご
2
与
町
三
島
一
段
ロ
)
と
、
永
住
資
格
を
持
た
な
い
不
法
外

閑

人

三
-nm己
主
芯
=
)
を
合
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
退
去
強
制
の
手

続
の
対
象
と
な
る
不
法
外
間
人
も
、

I
N
A
上
は
移
民
に
合
ま
れ
る
。

2

法
規
制
の
概
要

(
1
)
A
九
五
二
年
移
民
及
び
国
籍
法

(
I
N
A
)

前
記
の
と
お
り
、
一
九
五
二
年
に
制
定
さ
れ
た

I
N
A
は
、
外
国
人

の
入
間
・
滞
京
に
関
す
る
現
行
の
移
民
法
の
恭
本
法
で
あ
る
G

制
定
当

初
の

I
N
A
に
お
い
て
は
、
従
前
の
法
が
採
用
し
て
い
た
、
ム
口
衆
悶
の

人
口
の
出
身
国
別
割
合
を
基
礎
に
移
民
受
入
れ
枠
を
決
め
る
出
身
悶
別

の
割
当
て
方
式
は
維
持
し
つ
つ
、
そ
の
中
で
、
職
業
能
力
、
経
験
や
家

族
関
係
を
基
礎
と
す
る

4
つ
の
優
先
順
位
の
憾
に
ビ
ザ
を
割
り
当
て
る

制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
資
格
契
件
を
満
た
す
者
に

対
し
、
原
則
と
し
て
所
定
の
優
先
順
位
に
従
っ
て
ビ
ザ
を
割
り
当
て
る

方
法
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
従
来
の
出
身
国
別
の
割
り
当
て
方
式
が
差
別
的
で
あ
る
と

の
批
判
を
受
け
、
一
九
六
五
年
改
正
法
で
こ
れ
を
廃
止
す
る
一
方
、
優

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策

(
H十
川
)

先
制
度
を
改
正
し
、
七
位
ま
で
の
優
先
順
位
を
設
け
た
。
こ
の
一
九
六

五
年
改
正
法
で
は
、
合
衆
国
市
民
や
定
住
外
国
人
の
家
族
に
対
し
優
先

的
に
ど
ザ
を
与
え
る
「
家
族
再
結
合
(
診
弓
一
司
『

2
2
P邑
S)
」
の
原

則
が
重
視
さ
れ
た
。

(
2
)

一
九
八
六
年
法
(
移
民
改
正
管
理
法
一

T
A
R
e
A
)

A

九
八
六
年
「
移
民
改
正
管
理
法
」

(
Z
E関
門
色
。
口
明
耐
え
0
5
8仏
門

3
9

勾
。
一
〉
2

0
『
苔
ま
)
(
以
ド
、

I
R
C
A
)
は、

I
N
A
の
改
正
法
と

し
て
位
期
限
づ
け
ら
れ
る
。
同
法
は
、
移
民
受
入
れ
の
枠
組
み
を
基
本
的

に
変
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
外
国
人
不
法
就
労
者
(
以
下
、
不
法
就

労
者
)
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

I
R
C
A
以
前
の

I
N
A
に
お
い
て
は
、
不
法
就
労
者
自
身
は
退
去

強
制
の
対
象
で
は
あ
っ
た
が
、
緩
用
、
乏
が
不
法
就
労
者
を
一
一
雇
用
す
る
こ

と
自
体
は
禁
じ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

I
R
C
A
は
、
不
法

就
労
者
を
援
用
す
る
雇
用
主
に
制
裁
を
科
す
処
罰
規
定
を
設
け
、
雇
用

主
等
に
被
用
者
の
就
労
資
格
等
を
確
認
さ
せ
る
就
労
資
機
審
鎖
的
作
認
制

度
を
創
設
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
就
労
資
格
の
な
い
外
国
人
を
雇
用
す

る
雇
用
、
五
等
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
で
、
不
法
就
労
の
イ
ン
セ
ン
テ
イ

ブ
を
減
ら
し
、
こ
れ
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

I
R
C
A
は
、
こ
の
よ
う
な
雇
用
主
処
罰
規
定
を
設
け
る
一
方
で
、

す
で
に
長
期
滞
夜
し
て
い
る
不
法
外
国
人
の
地
位
を
合
法
化
す
る
た
め
、

不
法
外
国
人
を
合
法
化
す
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
し
、

四
七



筑
波
法
政
第
三
十
五
号
(
ニ

O
O三
)

さ
ら
に
、
雇
用
主
処
罰
規
定
が
差
別
的
な
雇
用
行
為
を
誘
発
す
る
と
の

懸
念
に
対
応
す
る
た
め
、
合
法
就
労
者
に
対
す
る
出
身
国
お
よ
び
国
籍

に
碁
づ
く
差
別
を
禁
止
す
る
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
を
盛
り
込

ん
だ
。

(
3
)
I
R
C
A
以
後
の
主
な
法
改
正

I
R
C
A成
立
後
、
一
九
九

0
年
代
に
次
の
二
つ
の
法
律
に
よ
る

I

N
A
の
改
正
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
「
一
九
九

O
年
移
民
法
」
(
冨
呂
町
伺
『
邑

S
〉
R
O
同
志
望
室
'

F
由
〉
向
、
『
唱
。
)
(
以
下
、
一
九
九

O
年
法
)
は
、
合
法
的
入
国
者
に
関
わ

る
制
度
を
改
正
し
た
。
す
な
わ
ち
、
家
族
関
係
お
よ
び
雇
用
関
係
の
移

民
の
割
り
当
て
数
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
九
六
五
年
以
来
移
民

ピ
ザ
取
得
が
不
利
に
な
っ
て
い
た
図
か
ら
の
移
民
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

そ
れ
ら
の
対
象
国
か
ら
の
申
込
者
に
抽
選
で
ピ
、
ザ
を
与
え
る
「
多
様
性

移
民
」
の
制
度
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
、

I
R
C
A
に
よ
り
創
設
し
た

就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
に
関
す
る
濫
舟
行
為
を
移
民
関
連
不
当
雇
用

行
為
に
加
え
た
。

次
い
で
、
「
不
法
移
民
改
正
及
び
移
民
責
任
法
」
(
毘
諸
島
ニ
ヨ
邑
mお
き
田

知
広
2
g
g円
ニ
ヨ
ヨ

q
g円
m
g吉
田
閉
ま

-S
〉
白
押
え
}
遺
骨
同
列
島
〉
局
〉
)

(
以
下
、
一
九
九
六
年
法
)
は
、
不
法
外
国
人
の
国
外
へ
の
排
除
に
か

か
る
手
続
を
大
械
に
簡
素
化
し
た
。
ま
た
、
同
法
は
、
一
九
九

O
年
法

で
加
え
ら
れ
た
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
に
関
す
る
規
定
に
、

一
凶
人

差
別
意
図
の
要
件
を
追
加
し
た
。

(
4
)
二
O
O
二
年
国
土
安
全
保
障
法

ニ
O
O
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
り
、
合
衆
国
で
は

国
内
の
テ
ロ
リ
ス
ト
対
策
が
急
務
と
な
り
、
国
土
安
全
保
障
省
を
創
設

す
る
こ

0
叩
一
年
図
土
安
全
保
障
法
(
出
O
B
O
E品
切

o
n
g
q
〉

2
a

N
O
O
N
い出
ω〉
)
が
制
定
さ
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
法
は
、
従
来
、

司
法
長
官
が
も
っ
て
い
た
移
民
法
の
運
営
執
行
に
関
す
る
多
く
の
権
限

を
、
国
土
安
全
保
障
長
官
に
移
す
と
と
も
に
、
司
法
省
に
あ
っ
た
後
述

す
る
合
衆
国
移
民
帰
化
局
(
吉
邑
明
冨
吉
田

g
a
z
a
z豆
町
邑

S
∞R'

i
n冊
目
)
(
以
下
、

I
N
S
)
を

3
つ
の
局
に
解
体
し
、
国
土
安
全
保
障

省
の
管
轄
下
に
お
い
た
。
し
か
し
、
同
法
は

I
N
Aを
始
め
と
す
る
移

民
法
や
そ
の
規
則
に
つ
い
て
は
、
修
正
ま
た
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
も
の

を
除
き
、
従
前
の
法
令
を
そ
の
ま
ま
運
用
す
る
と
し
て
い
る
。

移
民
に
関
連
す
る
行
政
機
構

連
邦
国
家
で
あ
る
合
衆
国
で
は
、
移
民
問
題
は
、
州
で
は
な
く
、
連

邦
に
権
限
が
あ
ち

v

移
民
手
続
を
扱
う
主
な
連
邦
の
行
政
機
構
は
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

3 
従土
井そ閉

I蚕
N 会
A 保
お障

会省
外宮

甲E
お雪
移ネ
住 2、
.回

帰 S
化冬
に昆
関 印
す宮
る 5.
そ~
の阿
f也記
すさZ



べ
て
の
法
律
を
運
営
執
行
す
る
権
限
は
司
法
長
官
に
属
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
こ
の
権
限
の
ほ
と
ん
ど
は
司
法
省
内
の
組
織
で
あ
る
I
N
S
へ

委
譲
さ
れ
て
、
I
N
S
は
入
閣
審
査
の
ほ
か
、
一
部
ピ
ザ
の
事
前
審
査
、

入
国
審
資
、
国
境
の
警
備
、
不
法
外
国
人
の
国
外
へ
の
排
除
、
一
時
的

従
向
間
資
格
の
、
水
位
資
格
へ
の
変
更
許
可
の
審
査
お
よ
び
帰
化
の
審
査
な

ど
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
上
述
の
二

O
O
A
一
年
間
土
安
全
保
障
法
(
H
S
A
)
に
よ

る
機
構
改
革
に
よ
り
、
司
法
長
官
の
権
限
の
多
く
は
国
土
安
全
保
持
長

官
に
移
り
、
I
N
S
は
、
二

O
O
一
一
一
年
一
一
一
月
一
日
よ
り
同
士
安
全
保
際

省
へ
移
管
さ
れ
、
入
国
審
資
・
国
境
警
備
は
、
同
省
の
税
関
及
び
国
境

警
備
局
面
E
5
8
岳
町
内
三
円
。
言
明
言
且
∞
。
『
込
町
司
刃
包
白
色
。
ロ
・
2
凶
句
)
が
、

雇
用
主
処
罰
制
度
の
執
行
を
含
む
国
内
で
の
調
査
と
法
の
執
行
は
、
移

民
及
び
関
税
執
行
局
(
∞
=
お
さ
え
ぎ
豆
m
E
-
s
s
a
p出

g
g
閉山口'

r
R
m
g
g
汁
再
閉
じ
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
ほ
か

の
帰
化
お
よ
び
移
民
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
権
能
(
移
民
ビ
ザ
、
帰
化
、
難

民
等
に
係
る
審
査
な
ど
)
は
苔
帰
化
及
び
移
民
サ
ー
ビ
ス
局
(
∞
号
g
=

ミ
2
2
8
H怖
さ
つ

S
弘
一
言
言
明
言
2
0
=
∞
m
コ
呂
町
・
∞
円
以
印
)
が
担
滋
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

(
2
)
司
法
省
(
O
G
E
S刊
誌

C
こ
ロ
担
仲
間
門
町
一
0
2
)

I
N
S
が
司
法
省
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
あ
と
も
、
司
法
省
に
は
、
移

民
の
悶
外
排
除
に
対
す
る
異
議
等
を
扱
う
移
民
裁
判
所
(
E
E
関
門
邑
S

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
円
十
川
)

円
リ
C
E
民
間
)
お
よ
び
移
民
不
服
申
立
局
面
。
間
三
え
E
E
m
E
F
S
〉
苓
8
2
・

E
〉
)
が
龍
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
主
処
罰
お
よ
び
移
民
関
連
不

当
雇
用
行
為
事
件
に
お
い
て
判
定
を
行
、
つ
首
席
行
政
総
関
官
室

(
C小

2
8
0
ご
宮
内
E
a
〉
E
H
E
Z
g
t
s
z
g
ユ
ロ
m
o
s
n
q
.
。
内
〉
甲
山
O
)
も
、

司
法
省
に
驚
か
れ
て
い
る
c

こ
れ
ら
は
出
入
国
審
査
に
関
す
る
行
政
機

関
(
F
m
g
t
5
0
2
8
r
こ
B
E
明
E
F
g
m
N
2
2
一
m
g
m
)
を
構
成
し

て
い
る
。
な
お
、
移
民
関
連
不
当
一
一
雇
用
行
為
の
申
立
て
を
受
け
て
救
済

請
求
(
n
o
s
-
包
民
)
を
行
、
つ
特
別
検
察
官
室
5
2
8
0
3
宮
去
一
n
o
s
-

お}『。『

r出
口
出
関
門
白
色
C
2
f
m
m
]
S
m与

d
z
p弓
開
ヨ
立
。
〕
1
5
0
出
向
3
N
H
n
c
n
m
研
一
。
∞
門
川
)

は
、
司
法
省
の
公
民
権
部
門
(
c
i
-
E
Z
Z
0
2
5
5
ロ
)
に
置
か
れ
て

い
る
c

(
3
)
そ
の
他

ビ
ザ
の
発
給
は
、
国
務
省
(
0
8
E
2
2
2
3
5
白
)
の
管
轄
に
属

し
、
在
外
公
館
で
発
給
が
行
わ
れ
る
ο

領
事
職
員
に
よ
る
ビ
ザ
の
発
給

拒
否
は
、
一
般
的
に
は
、
行
政
的
に
も
、
司
法
的
に
も
再
審
査
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
悶
務
省
は
外
国
人
の
登
録
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
移
民
法
上
、
一
定
の
ピ
、
ザ
の
発
給
に
関
し
て
、
そ
の
外
国
人

の
就
労
が
国
内
労
働
市
場
に
怒
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

労
働
証
明
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
管
轄
す
る
の
は
、

労
働
省
5
8
E
5
0
虫
色
町

Zσ
主
で
あ
り
、
法
文
上
は
、
労
働
長
官

が
こ
の
証
明
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
労
働
説
明
の
発

四
九



筑
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ザ
(
一

.
0
0一一一)

給
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
労
働
省
に
お
け
る
各
地
方
支
局
の
労
働
説
明

官
が
行
っ
て
い
る
つ

不
法
就
労
者
の
雇
用
主
処
罰

1
1
R
C
A
に
お
け
る
不
法
就
労
者
の
法
的
地
位

外
悶
人
の
入
国
・
在
穏
に
関
す
る
蒸
本
法
で
あ
る

I
N
A
に
お
い
て
、

不
法
就
労
者
は
「
無
資
格
外
間
人
一

Z
E
E
Z旨
E
p
t
g
)
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
①
合
法
的
に
永
住
が
認
め
ら
れ
た
外
国
人
、
ま
た
は
e
I
N

A
あ
る
い
は
司
法
長
行
に
よ
り
麗
同
刑
さ
れ
る
こ
と
が
泌
め
ら
れ
た
外
国

{
叩
一

人
、
の
い
ず
れ
で
も
な
い
外
国
人
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
か
つ
て
は
雇
用
主
が
不
法
就
労
宥
を
援
用
す
る
こ

と
自
体
は
禁
じ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、

I
R
C
A
が
定
法
さ
れ
た

際
に
、
次
に
述
べ
る
Mm
別
主
処
罰
淡
定
が
設
け
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、

I
R
C
A
は
そ
の
立
法
逃
穏
に
お
い
て
、
す
で
に
長
期
滞
夜
し
て
い
る

不
法
就
労
者
を
合
法
化
す
べ
し
と
す
る
主
張
、
お
よ
び
、
一
燥
用
主
処
罰

規
定
が
来
別
的
な
雇
用
行
為
を
誘
発
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
主
張
の
抵

抗
に
あ
っ
た
c

こ
の
た
め
、

I
R
C
A
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
採
り
入
れ

た
形
で
、
号
一
九
八
四
ぷ
e

‘
…
月
一
円
以
前
か
ら
滞
京
し
て
い
る
不
法
就

労
者
を
合
法
化
す
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
、
さ
ら

に
、
品
川
口
合
法
就
労
者
に
対
す
る
出
身
凶
お
よ
び
国
籍
に
蒸
づ
く
差
別
を

禁
止
す
る
移
民
関
連
不
当
一
縦
一
別
行
為
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
。

一五
O

2

一
雇
用
主
処
罰
制
度
の
内
容

(
1
)
概
要

I
R
C
A
に
お
い
て
一
雇
用
主
処
罰
の
対
象
と
な
る
の
は
、
①
施
行
日

で
あ
る
一
九
八
六
年
一
二
月
六
日
よ
り
後
に
、
合
衆
間
内
で
外
閑
人
を

一
雇
用
す
る
た
め
、
外
国
人
に
就
労
資
格
が
な
い
と
知
り
つ
つ
採
用
、
募

自

集
、
職
業
紹
介
を
す
る
こ
と
、
②
外
閑
人
が
不
法
就
労
者
で
あ
る
(
ま

た
は
不
法
就
労
者
に
な
っ
た
)
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
継
続
し
て
雇
用
す

る
こ
と
、
お
よ
び
③
労
働
訴
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
就
労
資
格
の
券

類
に
よ
る
確
認
義
務
を
怠
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以

k
の
よ
う
な

I
R
C

A
の
禁
止
規
定
に
途
反
し
た
者
に
対
し
て
は
、
中
止
・
禁
止
命
令
や
、

過
料
か
ら
な
る
民
事
罰
、
お
よ
び
罰
金
も
し
く
は
懲
役
ま
た
は
そ
の
双

方
か
ら
な
る
刑
事
罰
が
科
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
就
労
資
格
に
関
す
る
書

類
の
礁
認
を
怠
っ
た
者
に
対
し
で
も
、
民
事
罰
が
課
せ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
制
裁
手
続
に
つ
い
て
は
、
国
土
安
全
保
障
省

(
D
H
S
)

の
移
民
及
び
関
税
執
行
局

(
I
C
E
、
か
つ
て
は

I
N
S
が
行
っ
て
い

た
C
)

が
、
ま
ず
、
罰
金
通
告
書

(
2
0
E
8
0町一三
0
5
8
E
5・
ZMU)

を
一
燥
用
主
に
対
し
て
交
付
す
る
。
一
様
用
主
は
こ
れ
に
応
じ
て
罰
金
を
払

、
っ
か
、
ま
た
は
、
異
議
を
述
べ
て
、
聴
聞
の
実
施
を
求
め
る
か
の
ど
ち

ら
か
を
選
択
で
き
る
c

後
者
の
場
合
、

D
H
S
が
O
C
A
H
O
に
訴
追

請
求
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
法
審
判
官

FREd-E間
g
t
5
U豆、

」

Emm-
〉
己
)
が
主
本
す
る
聴
聞
が
開
か
れ
る
。

O
C
A
H
O
は
、
一
雇

用
主
の
法
違
反
を
認
め
た
と
き
に
は
、
中
止
・
禁
止
命
令
、
お
よ
び
、



違
反
し
た
場
合
の
制
裁
を
定
め
た
命
令
を
下
す
。
決
定
に
不
服
が
あ
る

場
合
は
、
首
席
行
政
聴
聞
官

(2互〉与一ヨ
5
2
5
c
g
z
gユ
コ
問
。
宗
門
2・

(リ〉

Z
C
)

お
よ
び
司
法
長
官
に
対
し
、
不
服
審
資
(
邑
弓

z
z
g仲
間
三
『
町
1

〈
ざ
と
を
中
し
京
て
る
こ
と
も
が
で
き
る
が
、
決
定
に
対
す
る
可
法
審

古
賀
は
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
対
す
る
訴
え
の
提
起
に
よ
り
行
わ
れ
る

G

I
R
C
A
は
、
こ
の
よ
う
に
不
法
就
労
者
の
緩
用
主
処
罰
規
定
を
置
い

た
が
、
不
法
就
労
者
本
人
は
、
退
去
強
制
の
対
象
と
な
る
と
し
て
も
、

そ
の
就
労
自
体
は
処
罰
さ
れ
て
い
な
い
。

不
法
就
労
者
一
人
に
つ
き
一
服
用
主
等
に
課
せ
ら
れ
る
民
事
罰
は
、
初

凶
で
、
一
一
七
五
ド
ル
以
ヒ
二

4

一0
0
ド
ル
以
下
の
過
料
、
二
回
目
以
降

(
出
v

は
増
額
す
る
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
刑
事
罰
と
し
て
、
制
度

的
逮
反
の
場
合
(
苦
言
2

2
雪

E
5
)は
、
不
法
就
労
者
一
人
に
つ
き

二一

0
0
0
ド
ル
以
下
の
罰
金
ま
た
は
し
ハ
ヶ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
そ

の
耐
刑
が
科
せ
ら
れ
る
c

一
雇
用
主
等
は
、
自
ら
に
科
せ
ら
れ
た
罰
金
の

hu 

安
任
を
被
用
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
就
労

資
格
書
類
確
認
制
度
に
従
わ
ず
、
香
類
確
認
を
怠
っ
た
雇
用
主
に
対
し

て
も
、
民
事
詩
が
潮
岬
せ
ら
れ
る
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
一
一

0
ド
ル

か
ら
一
一

0
0
ド
ル
ま
で
の
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
額
は
企
業

の
規
燃
や
、
違
反
の
限
度
、
不
法
就
労
者
の
有
無
等
を
考
慮
し
た
上
で

一
期
日

決
め
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の

I
R
C
A
の
刑
事
罰
お
よ
び
民
事
罰
規
定
は
、
不

法
就
労
者
を
濯
川
市
、
採
用
、
募
集
、
職
業
紹
介
す
る
者
に
刑
事
罰
お
よ

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
早
川
)

加

び
民
事
問
討
を
課
す
州
法
ま
た
は
地
方
の
法
に
先
占
す
る
。

(
2
)
「
知
り
つ
つ
」
の
解
釈

前
述
の
と
お
り
、

I
R
C
A
は
、
施
行
日
で
あ
る
一
九
八
六
年
一
一

月
六
日
よ
り
後
に
、
合
衆
国
内
で
外
関
人
を
援
用
す
る
た
め
、
外
閑
人

に
就
労
資
格
が
な
い
と
「
知
り
つ
つ
二

55mq)、
採
河
川
募
集
、

職
業
紹
介
、
お
よ
び
一
雇
用
の
継
続
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
c

こ
こ
で
「
知
り
つ
つ
」
と
は
、
就
労
資
格
が
な
い
こ
と
を
具
体
的
に

認
識
し
て
い
る
場
合
の
み
で
な
く
、
他
の
事
実
を
通
じ
て
認
識
の
事
実

が
公
正
に
推
定
さ
れ
る
場
合
や
、
相
当
な
注
意
を
も
っ
て
す
れ
ば
就
労

資
柊
が
な
い
こ
と
を
知
り
う
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
扱
い
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
裁
判
例
は
次
の

ケ

i
ス
で
あ
る
c

{
1
}
玄
2
2
5
z
z
p
n
g門
戸
口
問
向
。
〈
同

Z
山

本
件
は
、
雇
用
主
処
罰
を
め
ぐ
る
最
初
の
裁
判
例
で
あ
る
。
本
件
で

は
、
雇
用
主
が
、

I
N
S
か
ら
被
用
者
の
外
閑
人
肉
食
録
議
号
が

I
N
S

の
記
録
と
異
な
る
な
ど
と
通
知
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
用

者
の
就
労
資
格
を
、
内
確
認
し
な
い
ま
ま
雇
用
を
続
け
た
。
聴
聞
に
お
い

て
、
行
政
法
審
判
官
が
、
緩
用
主
の
法
違
反
を
認
め
た
た
め
、
一
巌
府
主

は
、
連
邦
第
九
巡
閲
区
控
訴
裁
判
所
に
対
し
司
法
審
査
を
求
め
た
。

裁
判
所
は
、

I
N
S
が
、
外
国
人
肉
食
録
証
が
成
偽
の
も
の
で
あ
る
こ

'Ji 



筑
波
法
政
第
一
二
十
五
日
ソ
(
二

O
O

と
に
つ
き
一
応
の
証
明
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
雇
用
主
は
、
そ
れ

と
は
逆
の
証
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
行
政
法

務
判
官
の
認
定
は
実
質
的
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
と
判
断
し
た
。
そ
の

上
で
、
厳
別
主
が
疑
わ
し
い
状
況
で
あ
り
な
が
ら
故
意
に
調
査
を
せ
ず
、

被
用
者
が
不
法
就
労
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
一
雇
用
主

に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
現
実
の
認
識
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
擬
制

的
認
識
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
「
知
り
つ
つ
」
と
い
う
要
件
を
満
た

す
と
判
断
し
た
。

本
判
決
は
、
原
用
主
が
被
用
者
は
不
法
就
労
者
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
有
し
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
と
い
う
「
擬
制
的
認
識
」

(
n
g

訴さ
n
c
d
h
r
g三
向
島
明
白
)
の
ル

l
ル
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
位

期
限
付
け
ら
れ
る
。
本
件
の
よ
う
に
、

I
N
S
か
ら
被
用
者
が
不
法
就
労

者
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
雇
用
主
に

そ
の
者
の
就
労
資
格
を
線
認
す
る
義
務
が
生
じ
、
そ
れ
を
怠
っ
て
当
該

被
用
者
を
一
雇
用
し
続
け
た
場
合
に
は
、
「
知
り
つ
つ
」
雇
用
し
た
と
し

て
処
罰
さ
れ
る
。

本
判
決
後
、
当
時
の

I
N
S
は
、
「
擬
制
的
認
識
」
に
つ
い
て
、
た

と
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
に
一
服
用
主
は
就
労
資
格
が
な
い
こ
と
の
「
認

識
」
を
釘
す
る
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
旨
の
恭
準
を
設
け
た
。
す

な
わ
ち
、
$
就
労
資
格
確
認
様
式

(3立
♀

B
g
z一告さ一
q
s
E
2
2

C
C
D
R
1
0
3
、
様
式

I

9
一
F
B
ニi
由
、
こ
の
書
類
に
つ
い
て
は
後
述
)

五

の
文
書
を
完
成
し
て
い
な
い
場
合
、
②
(
た
と
え
ば
、
労
働
証
明
手
続

き
や

I
N
S
へ
の
申
請
手
続
き
を
通
じ
て
)
外
国
人
に
就
労
資
格
が
な

い
こ
と
を
示
し
う
る
情
報
を
有
し
て
い
る
場
合
、
①
雇
用
、
王
が
第
三
者

に
よ
る
不
法
就
労
者
の
紹
介
を
許
す
こ
と
、
ま
た
は
雇
用
主
の
代
理
人

と
し
て
行
為
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
の
法
的
帰
結
を
あ
え
て
無
視
し
た

羽
一

場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
被
用
者
の
外
国
人
的
容
貌
や
ア
ク
セ
ン

ト
に
基
づ
い
て
雇
用
主
の
擬
制
的
認
識
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

へ
剖
戸

いヲ心。以
上
の
よ
う
な
擬
制
的
認
識
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

B
C
I
S
お
よ

び
I
C
E等
(
か
つ
て
は

I
N
S
)
か
ら
被
用
者
が
不
法
就
労
者
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
通
知
を
受
け
て
い
た
場
合
、
そ
の
通
知
を
受
け

た
後
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
内
に
雇
用
主
が
被
用
者
の
就
労
資
格
を
確
認

す
べ
き
で
あ
る
か
(
そ
の
期
間
経
過
後
は
、
認
識
が
あ
っ
た
と
し
て
雇

用
主
は
処
罰
の
対
象
と
な
り
う
る
)
が
問
題
と
な
る
。

{
2
}
Z
相当初一

ma
∞S
2
p
m刊
門
。
〈

-
Z
∞

本
件
に
お
い
て
、
雇
用
主
は

I
N
S
か
ら
被
用
者
の
外
国
人
登
録
番

号
が
本
人
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
者
が

I
N
S
が
交
付
す

る
有
効
な
就
労
許
可
(
向
ヨ
立
ミ

g
m
2
2号。ユ
N

塁
。
ロ
)
の
書
類
を
提
示

で
き
な
け
れ
ば
、
不
法
就
労
者
と
み
な
さ
れ
る
と
の
通
知
を
受
け
た
。

そ
の
た
め
、
雇
用
主
は
、
当
該
被
用
者
に
口
頭
で
就
労
資
格
の
ふ
匂
加
唯
一
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
被
用
者
が
合
法
就
労
者
で
あ
る
と
答
え
た
た
め
、
そ



の
ま
ま
就
労
資
格
の
書
類
確
認
を
し
な
か
っ
た
。
そ
の
約
一
か
月
後
、

I
N
Sが
立
入
検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
名
の
被
用
者
が
雇
用
さ
れ

続
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

I
N
S
は
雇
用
者
が
被
用
者

を
不
法
就
労
者
と
知
り
つ
つ
継
続
し
て
一
履
一
周
し
て
い
る
と
し
て
、

O
C

A
H
O
に
訴
追
を
行
っ
た
。
行
政
法
審
判
官
は
、
藤
用
主
に
は
被
用
者

が
不
法
就
労
者
で
あ
る
こ
と
の
現
実
の
認
識
は
な
い
と
し
た
が
、
擬
制

的
認
識
の
成
立
を
認
め
た
。
こ
の
た
め
、
雇
用
主
が
不
服
審
査
の
申
し

立
て
を
し
た
が
、
首
席
行
政
聴
聞
官

(
C
A
H
O
)
も
、
こ
の
決
定
を

維
持
し
た
た
め
、
雇
用
主
は
連
邦
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
司
法
審

査
を
求
め
た
。

裁
判
所
は
、
一
雇
用
主
に
は
、

I
N
S
か
ら
不
法
就
労
者
の
疑
い
が
あ

る
と
の
通
知
を
受
け
た
の
ち
、
被
用
者
が
就
労
資
格
を
持
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
の
合
理
的
期
間
が
与
え
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
関
に
就
労
資
格
を
確
認
し
な
か
っ
た
場
合
は
「
擬
制
的

認
識
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
行
政
法
審
判
官
の
決
定
を
維
持
し
た
。

前
述
の

ζ
2円
。
『
玄
自
民
主
Z
ユ
諸
事
件
判
決
は
、
明
示
的
に
合
理
的

期
間
ル

l
ル
を
示
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

I
N
S
の
通
知
に
よ

り
合
理
的
な
認
識
を
認
め
う
る
の
で
、
雇
用
主
は
被
用
者
が
不
法
就
労

者
で
あ
る
と
知
っ
た
場
合
、
解
雇
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た

が
、
解
雇
す
る
ま
で
に
は
合
理
的
期
聞
が
与
え
ら
れ
る
と
の
見
解
を
示

し
た
。

Z
2
R
E
m
a
∞8
8常
事
件
判
決
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、

I
N

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
早
川
)

S
の
通
知
に
よ
り
、
被
用
者
が
不
法
就
労
者
で
あ
る
と
の
推
定
が
生
じ

る
の
で
、
一
雇
用
主
は
、
被
用
者
が
合
法
就
労
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見

極
め
う
る
「
合
理
的
期
間
」
内
に
就
労
資
格
の
確
認
を
行
う
べ
き
で
あ

っ
た
と
す
る
合
理
的
期
間
の
基
準
を
明
示
し
た
。
こ
の
合
理
的
期
間
の

判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
室
町
田
空
豆
S
E
P
n
g『
宙
開
事
件
判
決
は
、
単
に

日
数
だ
け
で
な
く
、
不
法
就
労
者
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
情
報

を
得
て
か
ら
雇
用
主
が
確
認
す
る
た
め
に
と
っ
た
手
段
な
ど
が
考
慮
す

A

甜
}

ベ
き
要
素
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

B
C
I
S
お
よ
び

I
C
E等
(
か
つ
て
の

I
N
S
)
の
通
知

に
対
し
、
一
雇
用
主
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

z
g一巴
m
a
E
E思
想
事
件
判
決
は
、
傍
論

で
は
あ
る
も
の
の
、
通
知
を
受
け
た
の
み
で
た
だ
ち
に
停
職
、
解
雇
処

分
を
行
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

I

N
S
の
通
知
後
に
雇
用
主
が
し
た
問
合
せ
に
対
し
、

I
N
S
か
ら
回
答

が
な
い
閑
雇
用
を
続
け
た
こ
と
に
は
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
の
雇
用
主

の
主
張
に
対
し
、
行
政
法
審
判
官
は
、
そ
の
聞
は
、
雇
用
主
は
一
時
的

に
雇
用
を
停
止
す
べ
き
で
あ
り
、

I
N
S
の
問
答
が
な
か
っ
た
こ
と
は

A

抑

制

)

抗
弁
と
な
ら
な
い
と
判
断
し
た

O
C
A
H
O
の
決
定
が
あ
る
。
ま
た
、

I
N
S
の
通
知
を
受
け
な
が
ら
、
雇
用
を
継
続
で
き
る
と
の
弁
護
士
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
一
雇
用
を
続
け
た
の
は
合
理
的
で
あ
っ
た
と
の
雇

用
主
の
主
張
に
対
し
、
行
政
法
審
判
官
が
、
雇
用
主
は
様
式
I
1
9
を

改
め
て
作
成
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
以
上
、

五



筑
波
法
政
第
一
一
一

1
五
号
(
一
一

0
0

確
認
を
行
っ
た
と
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
認
定
し
た

O
C
A
H
O

h

消
)

の
決
定
が
あ
る

v

(
3
)
就
労
資
格
書
類
線
認
制
度

就
労
資
格
者
類
確
認
制
度
(
白
ヨ
立
門
4
5
2
:
。『S
E
t
s
々
告
を
は
、

他
の
一
催
問
主
処
罰
の
類
型
と
と
も
に

I
R
C
A
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も

A

知

一

ぬ

~

の
で
あ
る
が
、
ニ
の
制
度
の
も
と
で
は
、
雇
用
主
は
労
働
者
を
採
用
す

る
に
あ
た
り
、
就
労
資
格
お
よ
び
本
人
と
の
問
-
性
を
、
合
衆
国
旅
券

ゃ
、
外
間
人
設
録
証
言
一
一

g
m
a
z
s号口閉山百円同一℃四

pa)
な
ど
一

定
の
一
説
明
書
類
で
線
認
す
る
と
と
も
に
、
就
労
資
格
確
認
様
式
(
様
式

I
1
9
)
を
完
成
十
九
円
そ
れ
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
払
い
プ
隣
府
主

が
こ
の
義
務
に
従
わ
ず
に
合
衆
関
内
で
労
働
者
を
採
用
す
る
こ
と
は
祭

じ
ら
れ
て
い
る
c

こ
の
制
度
の
も
と
で
確
認
す
べ
き
書
類
は
、
移
民
法
お
よ
び
規
則
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
一
一
一
つ
の
類
般
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
岳
本
人
の
同
一
一
性
と
就
労
資
格
を
同
時
に
証
明
し
う
る
脅
類
、

告
同
‘
性
だ
け
を
説
明
し
う
る
書
類
、
お
よ
び
③
就
労
資
格
の
み
を
証

明
し
う
る
書
類
で
あ
る

G

上
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
制
度
の
も
と
で
は

尚
一
性
と
就
労
資
絡
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
①
の
書
類

で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
書
類
で
だ
け
で
確
認
が
で
き
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

同
一
性
を
示
す
窃
の
書
類
ー
っ
と
、
就
労
資
格
を
示
す
④
の
書
類
」
つ

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
確
認
が
な
さ
れ
る
。
同
規
則
に
お
い
て
は
、

一
a
L
H
H

↑

1
i
n
t
 

①
の
書
類
は
、
リ
ス
ト

A

(合
衆
間
旅
券
や
外
国
人
笠
録
証
な
ど
て

岳
の
書
類
は
リ
ス
ト

B
(
遂
転
免
許
証
な
ど
て

-ωの
書
類
は
リ
ス
ト

C
(社
会
保
隊
番
号
カ

l
ド
な
ど
)
に
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
さ
れ
て
い
る
c

な
お
、
応
募
者
な
い
し
労
働
者
が
提
出
す
る
書
類
を
こ
の
う
ち
ど
の
書

類
に
す
る
か
の
選
択
は
労
働
者
に
委
ね
ら
れ
、
一
燐
府
主
が
特
定
し
て
は

{
総
〕

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
主
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
が
表
船
上
真
正
で
あ
る
こ
と
を
線
認
で

き
れ
ば
よ
く
、
被
用
者
が
上
記
規
定
に
定
め
ら
れ
た
書
類
を
提
示
し
て

い
れ
ば
、
雇
用
主
が
そ
の
窓
口
類
を
矩
γ

合
し
た
り
、
そ
れ
以
外
の
書
類
を

一
川
和
町

要
求
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
る
。
こ
の
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
滋

府
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(
4
)
誠
実
履
行
の
抗
弁

(cg品
喝

さ

z
o
m叫
2
5
)

他
方
、
一
雇
用
主
は
、
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
に
従
っ
て
書
類
線
認

義
務
を
誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
で
、
不
法
就
労
者
と
知
っ
て
減
っ
た
の

で
は
な
い
と
い
う
積
械
的
抗
弁
(
但
訟
ロ

E
C
g
身
{
2
8
)
を
主
張
す
る

こ
と
が
で
き
る

3

こ
の
場
合
、
書
類
篠
認
に
お
け
る
「
誠
実
」
と
は
何

か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
の
ケ

i
ス
を
と
り
あ
げ

る。{
1】
門
。
呂
田
由
一
明
。
。
仏
羽
目
司
符

2
5
2
pこ
=
p

こ
zw

本
件
で
、
康
問
主
の
採
用
担
当
者
は
被
用
者
に
採
用
の
市
出
を
長
距



離
電
話
で
伝
え
、
採
用
時
に
、
同
人
か
ら
提
示
さ
れ
た
運
転
免
許
証
お

よ
び
社
会
保
隊
カ

l
ド
の
表
面
だ
け
み
て
様
式
I
1
9
を
作
成
し
て
い

た
。
後
に
、
こ
の
被
用
者
が
不
法
就
労
者
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
社

会
保
障
カ
!
ド
が
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

こ
で
、

I
N
S
は
、
雇
用
主
は
不
法
就
労
者
と
知
り
つ
つ
被
用
者
を
一
経一

周
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
罰
金
通
品
川
口
書

(
N
I
F
)
を
磁
用
主
に
交

付
し
た
と
こ
ろ
、
雇
用
主
の
要
求
に
よ
り
、
勝
間
関
が
行
わ
れ
た
。

行
政
法
審
判
官
は
、
雇
用
主
に
現
実
の
認
識
は
な
か
っ
た
が
、
次
の

一
つ
の
理
由
か
ら
、
「
擬
制
的
認
識
」
が
あ
っ
た
と
判
断
し
た
。
す
な

わ
ち
、
@
採
用
担
当
者
が
就
労
資
絡
を
書
類
で
確
認
す
る
こ
と
な
く
電

話
で
採
用
の
山
中
山
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
、
寄
社
会
保
障
カ
ー

ド
の
」
袋
面
を

I
N
S
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
付
き
合
わ
せ
て
真
偽
を
調
べ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
法
就
労
者
と
認
識
し
て
い
た
と
扱
わ
れ
る
と
判

断
し
た
c

こ
れ
に
対
し
、
雇
用
主
が
司
法
審
伐
を
申
し
立
て
た
と
こ
ろ
、
連
邦

第
九
巡
同
区
控
訴
裁
判
所
は
、
行
政
法
審
判
官
が
あ
げ
た

k
記
の
理
由

は
、
「
擬
制
的
必
識
」
の
機
拠
と
は
な
り
え
な
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

@
に
つ
い
て
、
法
は
、
書
類
を
確
認
す
る
前
に
採
用
の
巾
山
川
を
す
る
こ

と
を
禁
じ
て
い
な
い
う
え
、
規
則
も
、
採
用
か
ら
一
一
一
営
業
日
以
内
に
就

労
資
格
を
書
類
で
確
認
し
、
様
式
1
1
9
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
の
み
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
阪
府
主
が
採
用
前
に
応
募
者
の
就

労
資
格
を
調
査
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
山
山
・
身
同
や
人
徳
、

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
行
十
川

問
符
に
基
づ
く
法
別
の
訴
え
を
提
起
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

I
R
C
A
の
も
と
で
は
む
し
ろ
採
用
前
に
就
労
資
格
を
確
認
し
な
い
ほ

う
が
よ
い
と
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
雇
用
主
は
、
書
類
が
表
耐
ヒ
真
正

ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
よ
く
、

I
N
S
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
見
本
と
付
き
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
ま
で
は
婆
求
さ
れ
て
い
な
い
と

し
、
行
政
法
審
判
官
の
決
定
を
破
棄
し
た
。

本
判
決
は
、
減
刑
主
の
者
類
確
認
義
務
に
お
け
る
誠
実
際
帆
行
の
抗
弁

に
つ
い
て
、

64箭
類
確
認
は
、
採
用
の
中
出
の
後
で
よ
い
こ
と
、
⑦
)
被

用
払
引
の
提
出
し
た
書
類
が
衣
面
上
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
縫
認
す

れ
ば
、
書
類
確
認
を
「
誠
実
に
」
行
っ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
、

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
5
)
独
立
の
請
負
人
二
邑

8
2円四明記
{
U
C
2
3
n
S『

)

I
R
C
A
に
お
け
る
一
様
一
府
主
処
罰
制
・
皮
な
い
し
書
類
確
認
義
務
は
、

原
則
と
し
て
、
一
一
版
刷
用
主
と
被
用
者
の
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
適
用
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
被

m者
(
0
2立
。
克
明
)
と
は
、
一
様
用
主
に

賃
金
や
報
酬
の
た
め
、
役
務
・
労
働
を
提
供
す
る
も
の
と
定
義
さ
れ
て

お
り
、
独
立
の
諦
負
人
や
私
人
宅
で
の
家
内
労
働
に
つ
い
て
は
被
用
訴

か
ら
除
か
れ
て
い
る
。
独
立
の
請
負
人
か
ど
う
か
は
、
そ
の
名
目
だ
け

で
な
く
、
道
具
や
資
材
を
負
担
し
て
い
る
か
、
役
務
等
が
一
般
向
け
に

提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
か
、
同
時
に
複
数
の
注
文
者
に
提
供
さ
れ
て
い

る
か
、
提
供
す
る
役
務
等
に
対
す
る
利
緩
や
損
失
の
機
会
を
所
有
し
て

li: 
a 
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波
法
政
第
一
二
十
五
日
ザ
(
二

O
O
三
)

い
る
か
、
仕
事
の
手
順
や
時
間
を
自
己
決
定
し
て
い
る
か
、
な
ど
を
総

合
判
断
し
て
決
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
契
約
、
下
諮
契
約
、
そ
の
他
の
労
務
の
提
供
を
利

用
し
た
者
が
、
外
間
人
が
不
法
就
労
訟
で
あ
る
と
知
り
つ
つ
そ
の
労
務

の
提
供
を
受
け
た
場
合
に
は
、
外
国
人
を
不
法
に
一
混
用
し
た
と
み
な
さ

{
日
~

れ
、
独
立
の
請
負
人
を
利
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
不
法
就
労
授
の

雇
用
禁
止
規
定
の
対
象
と
な
る
c

こ
の
規
定
は
、
第
三
者
を
介
し
て
不

法
就
労
者
を
利
用
す
る
な
ど
の
脱
法
行
為
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為

I
R
C
A
は
、
関
籍
等
を
捌
初
出
と
す
る
一
定
の
合
法
就
労
者
(
滞
在

者
)
へ
の
蒸
別
を
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為

SEw-
ユ2
5
G
E
C
S
E

h
v
A
W
 

B
U仲立
g
sセ
ゲ
ヨ
出
向
豆
電
知
n
c
n
o
出
)
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、

I
R
C
A
に
差
別
禁
止
規
定
が
感
り
込
ま
れ
た
の
は
、
不
法

就
労
者
の
…
雇
用
を
禁
ず
る
こ
と
が
、
合
法
就
労
者
に
対
す
る
差
別
を
生

一
部

む
こ
と
に
な
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
た
と
え
ば
、

①
雇
用
、
王
が
応
募
者
の
国
籍
を
知
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
市
民
だ
け
を
濯
お
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
、
③
一
極
閥
、
王
が
、
雇
用

主
処
罰
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
外
閑
人
の
よ
う
な
容
貌
や
ア
ク
セ
ン
ト

や
名
前
を
も
っ
者
を
採
用
し
な
い
よ
う
に
な
る
、
と
い
っ
た
形
態
の
差

一
五
六

別
で
あ
る
。
ま
た
、

I
R
C
A
に
よ
り
多
く
の
不
法
就
労
者
が
合
法
化

さ
れ
て
合
法
的
に
滞
夜
す
る
外
悶
人
の
数
が
増
え
、
そ
れ
ら
の
人
に
対

{
割
、

す
る
国
籍
差
別
が
広
が
る
お
そ
れ
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
懸
念
に
配
慮

し
て

I
R
C
A
に
お
い
て
独
自
の
差
別
禁
止
規
定
が
腐
り
込
ま
れ
た
ο

す
な
わ
ち
、

I
R
C
A
は
、
本
稿
の
一
一
一

2
以
降
に
お
い
て
詳
述
す
る

と
お
り
、
①
募
集
、
採
用
、
戦
業
紹
介
お
よ
び
解
雇
に
お
け
る
一
定
の

範
聞
の
出
身
国
差
別

(ECき
と

3
m
g
e
Rユ
邑

E
告
白
)
、
お
よ
び
⑦

山
政
よ

L

こ
れ
ら
の
事
項
に
お
け
る
国
籍
差
別

E
Z
N
Sち
す
守
口
ユ
3
2
怠
S
)
、

な
ら
び
に
③
雇
用
主
に
よ
る
就
労
資
格
書
類
線
認
制
度
の
濫
用
を
、
移

民
関
連
不
当
雇
用
行
為
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。

1

管
轄
機
関
お
よ
び
手
続
き

移
民
関
連
不
当
磁
用
行
為
に
対
し
て
は
行
政
手
続
に
よ
る
救
済
シ
ス

テ
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
移
民
関
連
不
当
一
綴
用
行
為
事

件
に
お
い
て
は
、
一
雇
用
主
処
罰
事
件
と
同
じ
く
、
司
法
省
に
あ
る
首
席

行
政
総
間
官
実

(
O
C
A
H
O
)
に
所
属
す
る
行
政
法
審
判
官

(
A
L

前
一

J
)
が
聴
聞
を
行
い
、
薬
別
是
正
命
令
等
を
下
す
。

ま
た
、
司
法
省
に
は
、
「
移
民
関
連
不
当
一
雇
用
行
為
に
関
す
る
特
別

検
察
官
窓
」

5
2
8
0叫∞志向一

a
p
s
a
?ニ
ヨ
呈
m
g
z
g
z
m
m
E旦

戸
訟
を
『
巴
喜
一

0
3
2
こ
g
g
g
h
。
円
)
が
設
鐙
さ
れ
円
、
、
調
査
、
救
済

請
求
仙
寺
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
出
身
閣
差
別
に
つ
い
て

は、

I
R
C
A
は
公
民
権
法
第
七
編
が
適
用
さ
れ
な
い
小
規
模
事
業
主



の
差
別
禁
止
規
定
を
置
い
て
お
り
、

O
S
C
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
管
轄

印
ず

権
を
持
つ
。
た
だ
し
、

E
E
O
C
が
管
轄
す
る
差
別
は
取
り
扱
わ
な
い
。

移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
の
申
立
て
は
、
差
別
を
受
け
て
い
る
と
、
五

張
す
る
者
ま
た
は

I
C
E
(
か
つ
て
は
、

I
N
S
)
の
担
虫
官
が
、

O

S
C
の
特
別
検
察
官
に
対
し
て
書
面
を
提
出
し
て
行
う
。
特
別
検
察
官

は
、
一

O
日
以
内
に
相
手
方
に
対
し
、
由
主
は
て
が
あ
っ
た
こ
と
を
通
知

{
師
一

す
る
。
特
別
検
察
官
は
、
申
良
て
を
受
け
て
二
一

O
日
以
内
に
、
調
査

を
行
い
、
申
立
て
が
真
正
で
あ
る
と
信
ず
る
に
足
る
合
理
的
な
理
由
が

あ
る
場
合
に
、

O
C
A
H
O
の
行
政
法
審
判
官
に
救
済
請
求
状

(
2
5
I

2

邸

玄
h
H

宮
内
)
を
提
出
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
移
民
関
連
不

当
雇
用
行
為
が
な
さ
れ
た
と
き
か
ら
一
八

O
Hを
超
過
し
た
後
に
出
さ

れ
た
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
特
別
検
祭
官
は
救
済
請
求
状
を
提
出
し
て

は
な
ら
な
い
。

特
別
検
祭
官
が
「
故
意
の
差
別
行
為
」
(
官
。
豆
諸
問
E
5
5
4同

FOE-

島
田
町
ユ
宣
言
問
。
ミ

R
H
2
5
)
ま
た
は
「
制
度
的
差
別
行
為
」

(
E
F
R
2
2

日

MEn--nm
島田
E
E
E
H
Oミ
E
n
c
三
ぞ
)
の
移
民
間
関
連
不
当
一
雇
用
行
為
の
申

立
て
を
受
け
た
場
合
に
、
一
二

O
日
以
内
に
行
政
法
審
判
官
に
対
し
救

済
議
求
状
を
提
出
し
な
い
と
き
は
、
特
別
検
祭
官
は
、
申
立
人
に
対
し
、

そ
の
期
間
内
に
救
済
請
求
状
を
提
出
し
な
い
こ
と
を
告
知
す
る
も
の
と

し
、
申
良
人
は
そ
の
告
知
を
受
け
て
か
ら
九

O
日
以
内
に
、
直
接
、
行

政
法
審
判
官
に
救
済
請
求
状
を
提
出
で
き
る
(
当
事
者
に
よ
る
救
済
論

(
師
~

求

-
E
S♂

EMO口
)
。
特
別
検
察
官
が
二
一

O
日
以
内
に
救
済
請
求
状

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
早
川

を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
告
知
後
の
九

0
日
間
は
、
特
別
検
察

官
は
中
京
て
を
調
査
し
、
改
め
て
行
政
法
審
判
官
に
紋
済
請
求
状
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

以
上
の
よ
う
な
救
済
請
求
状
を
受
け
て
、

O
C
A
H
O
の
行
政
法
審

判
官
が
審
問
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
命
令
を
発
す
る
。
命
令
の
内

務
と
し
て
は
、
①
中
止
・
禁
止
命
令
の
ほ
か
、
①
最
長
一
二
年
以
内
に
採

用
し
た
個
人
に
対
し
、
法
に
従
っ
た
書
類
確
認
を
行
う
こ
と
、
③
同
期

間
に
応
募
し
て
き
た
者
の
氏
名
、
住
所
の
記
録
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
、

④
バ
ッ
ク
ペ
イ
付
き
ま
た
は
バ
ッ
ク
ペ
イ
な
し
の
採
用
、
①
民
事
罰
と

し
て
の

a

定
額
の
金
銭
の
支
払
い
、
⑥
ポ
ス
ト
・
ノ
ー
テ
ィ
ス
、
⑦
教

一
印

育
の
実
施
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
命
令
に
対
し
て
は
、
連
邦
授
訴

裁
判
所
へ
の
司
法
審
査
の
道
が
残
さ
れ
て
い
る
。

小
規
模
事
業
主
の
出
身
国
差
別
の
禁
止

I
R
C
A
は
、
一
二
人
を
超
え
る
被
用
者
を
一
様
則
す
る
事
業
、
五
等
に
対

し
、
出
身
国
を
理
出
と
す
る
、
①
採
用
、
②
募
集
、
③
職
業
紹
介
お
よ

一
印
一

ぴ
④
解
雇
に
お
け
る
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
雇
用
に
お
け
る
出
身

間
差
別

4

般
を
禁
止
す
る
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
七

O
三
条
が

適
用
さ
れ
る
相
場
合
は
こ
の
規
定
の
適
用
は
除
外
さ
れ
る
。
第
七
一
樹
は
.

五
人
以
ヒ
の
被
用
者
を
一
緩
用
す
る
事
業
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、

I
R
C

A
の
出
身
国
差
別
規
定
が
適
用
に
な
る
の
は
、
四
人
以
上
一
四
人
以
下

の
被
用
者
を
雇
用
す
る
小
規
模
事
業
主
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

2 

一
五
七



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
五
号
(
一
一

O
O
三
)

第
七
編
と
異
な
り
、

I
R
C
A
は
報
酬
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る

差
別
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

I
R
C
A
に
も
と
づ
く
出
身
国
差
別
禁

ム
官
、

止
の
対
象
は
、
不
法
就
労
者
を
除
く
す
べ
て
の
者
、
す
な
わ
ち
合
衆
国

へ
招
}

市
民
な
い
し
合
衆
国
国
籍
者
、
お
よ
び
合
法
的
に
就
労
・
滞
在
す
る
資

格
を
有
す
る
外
国
人
で
あ
る
。

以
上
の
出
身
閣
差
別
禁
止
規
定
お
よ
び
後
述
す
る
国
籍
差
別
禁
止
規

定
は
、
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
禁
止
規
定
の
適
用
対
象
が
原

則
と
し
て
、
藤
用
主
に
限
ら
れ
、
募
集
者
、
職
業
紹
介
事
業
者
に
は
適

用
さ
れ
な
い
の
と
は
異
な
り
、
雇
用
主
の
他
、
募
集
者
、
職
業
紹
介
事

業
者
に
も
適
用
さ
れ
る
。

国
籍
差
別
の
禁
止

I
R
C
A
の
も
と
で
は
、
国
籍
を
理
由
と
す
る
採
用
、
募
集
、
職
業

紹
介
、
解
濯
に
お
け
る
差
別
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
四
年
公
民

権
法
第
七
一
編
は
、
出
身
閣
差
別
は
禁
止
し
て
い
る
が
、
国
籍
差
別
自
体

を
禁
止
し
て
は
い
な
い
の
で
、
国
籍
差
別
禁
止
は
、
一
九
八
六
年
の

I

-
R
M
}
 

R
C
A
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
行
の
闘
籍
差

別
禁
止
規
定
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
対
象
は
、
前
述
し
た
出
身
閣
差
別

禁
止
規
定
の
対
象
よ
り
狭
く
、
保
護
さ
れ
る
者
(
喝
さ
円
m
n
R門
戸
広
島
己
皆
同
}
)

は
、
①
合
衆
国
の
市
民
な
い
し
合
衆
国
の
国
籍
を
持
つ
者
、
お
よ
び
②

一
定
範
聞
の
外
図
人
に
浪
ら
れ
ち
②
の
外
国
人
は
、
永
住
者
、
期
限

っ
き
滞
在
者
(
席
呂
田
5
gミ

s
g
g野
合
法
化
に
よ
り
、
ま
た
は
特
別

3 

一
五
八

農
業
労
働
者
で
期
限
っ
き
滞
在
が
認
め
ら
れ
た
者
)
、
難
民
、
お
よ
び

庇
護
者
で
あ
る
が
、
永
住
資
梼
を
得
て
市
民
権
の
申
請
が
可
能
に
な
っ

た
時
点
か
ら
六
か
月
以
内
に
市
民
権
を
申
請
し
な
い
者
、
お
よ
び
申
請

品
作
)

か
ら
二
年
以
内
に
市
民
権
を
取
得
で
き
な
い
者
は
除
か
れ
る
。

I
R
C
A制
定
に
あ
た
り
、
当
初
の
法
案
で
は
「
出
身
鴎
ま
た
は
外

悶
人
で
あ
る
こ
と
」
に
対
す
る
差
別
を
禁
止
す
る
と
い
う
文
言
が
用
い

ら
れ
、
保
護
さ
れ
る
外
国
人
を
と
く
に
限
定
し
な
い
扱
い
で
あ
っ
た
が
、

議
会
で
の
議
論
で
、
国
籍
は
後
天
的
に
取
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

合
衆
国
関
籍
を
持
つ
者
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ

た
た
め
、
保
護
範
囲
を
狭
め
、
市
民
お
よ
び
「
市
民
に
な
ろ
う
と
す
る

者
」
(
吟
凶
器

E
S偶
岳
町

g)
と
定
め
ら
れ
、
「
市
民
に
な
ろ
う
と
す
る
者
」

は
、
市
民
に
な
る
宣
言
を
し
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
た
が
、
そ
の
後
、

一
九
九
O
年
法
に
よ
り
、
宣
言
ま
で
は
不
要
と
す
る
現
在
の
よ
う
な
保

(
時
)

護
範
閥
に
改
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た

I
R
C
A
の
も
と
で
の
差
別
禁
止
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ

の
適
用
に
あ
た
り
、
い
か
な
る
分
析
枠
組
み
な
い
し
立
誌
の
ル

l
ル
を

A

却

用
い
う
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ケ
ー

ス
が
あ
げ
ら
れ
る
。

{

即

m
w

【

1
}
E
-
g由明
4
・
0
8
d
o叫
吋
，

R
g
z
q

本
件
で
は
、
帰
化
に
よ
り
市
民
権
を
取
得
し
た
被
用
者
が
、
国
籍
を



理
由
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
と
し
て

O
C
A
H
O
に
申
し
立
て
を
行
っ
た

が
、
行
政
法
審
判
官
は
、
被
用
者
は

I
R
C
A
に
よ
る
保
護
の
対
象
者

で
あ
る
こ
と
と
解
雇
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
立
証
を
し
て
い
な
い

と
し
て
、
申
立
て
を
却
下
し
た
た
め
、
被
用
者
は
、
連
邦
第
九
巡
回
区

控
訴
裁
判
所
に
司
法
審
査
を
求
め
た
。

裁
判
所
は
、
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
の
差
別
禁
止
規
定
を
外

国
人
で
あ
る
こ
と
な
い
し
ア
メ
リ
カ
市
民
で
な
い
こ
と
に
も
と
づ
く
雇

用
差
別
に
も
拡
大
し
よ
う
と
し
て
合
衆
国
議
会
が

I
R
C
A
に
闘
籍
差

別
禁
止
条
項
を
置
い
た
立
法
の
趣
旨
に
も
と
づ
き
、

I
R
C
A
の
も
と

で
の
差
別
事
件
に
も
第
七
編
の
分
析
枠
組
み
を
用
い
る
こ
と
は
適
切
で

あ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
第
七
編
の
も
と
で
の
意
図
的
差
別
の
立
証

を
め
ぐ
る
代
表
的
判
決
で
あ
る
玄

mgEn--gagge-〈

-
Qし

い

r

の
分
析
枠
組
み
を
用
い
、
本
件
に
お
い
て
原
告
は
「
一
応
の
証
明
」

(
宝
自
由
な
丘
町
)
と
し
て
、
①
保
護
さ
れ
る
集
団
の
一
員
で
あ
る
こ
と
、

②
不
適
切
な
仕
事
の
遂
行
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
た
可
能
性
を
排
除
す
る

に
足
る
十
分
な
仕
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
③
雇
用
主
が
原
告
の
代
わ

り
に
同
様
の
適
格
性
を
持
っ
た
者
を
探
し
た
こ
と
、
を
立
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
で
は
、
原
告
は
職
務
遂
行
上
に

不
適
切
な
行
動
が
あ
り
、
原
告
の
国
籍
と
解
雇
と
の
聞
に
因
果
関
係
が

立
証
で
き
て
い
な
い
と
し
て
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

第
七
編
の
も
と
で
は
、
意
図
的
差
別
の
事
件
に
つ
き
、
上
記
の

玄
nロ
O
ロ
ロ
四
国

0
2包
訟
の
O
弓
・
〈
-
。

5
2
が
基
本
的
な
分
析
枠
組
み
を
設

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
早
川
)

定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
原
告
が
差
別
の
一
応
の
証
明
を
し
、

次
に
被
告
が
適
法
で
非
差
別
的
な
理
由
を
挙
げ
、
さ
ら
に
原
告
が
そ
れ

が
口
実
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
、
と
い
う
枠
組
み
で
あ
る
。
本

判
決
は
、
解
-
雇
事
件
に
お
け
る
国
籍
差
別
の
立
証
責
任
に
つ
い
て
こ
の

枠
組
み
を
応
用
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
の
「
一
応
の
証
明
」
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
雇
用
、
王
側

に
よ
る
異
別
取
扱
い
の
正
当
性
の
主
張
と
し
て
い
か
な
る
も
の
が
認
め

ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
ケ
l
ス
を

取
り
上
げ
る
。

A

回
、

【

2
}
寸
。
出
回
開
包
口
同
〈
・
↓
ort号
。
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色
〉
加
担

S
E
g
-
-田町一

本
件
に
お
い
て
、
合
衆
国
市
民
で
あ
る
申
立
人
は
、
一
九
九
凶
年
に

被
申
立
人
会
社
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
募
集
に
応
募
し
、
会
社
の
採
用
手

続
に
従
う
こ
と
を
条
件
に
採
用
の
申
出
を
受
け
た
が
、
採
用
手
続
に
お

い
て
、
会
社
が
求
め
た
社
会
保
障
番
号
を
示
せ
な
か
っ
た
の
で
、
採
用

を
取
り
消
さ
れ
た
。
申
立
人
の
不
採
用
後
も
、
会
社
は
そ
の
ポ
ス
ト
の

求
人
募
集
を
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
申
立
人
は
、
会
社
が
申
立
人
を

採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
①
出
身
国
差
別
、
②
国
籍
差
別
、
お
よ
び

③
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
滋
用
に
あ
た
る
と
し
て
、
採
用
と
パ
ッ

ク
ペ
イ
を
請
求
す
る
申
立
て
を

O
C
A
H
O
に
対
し
て
行
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
②
の
悶
籍
差
別
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

本
件
で
申
立
人
は
、
合
衆
国
市
民
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
叢
別
に
よ

一
五
九



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
五
号
(
一
一

O
O
一二)

り
採
用
を
取
り
消
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
不
採
用
理
由
は
、
社

会
保
障
番
号
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
本
人
は
そ
の
仕
事
に
適
絡
で
あ
り
、
不
採
用
後
そ
の
ポ
ス
ト

は
空
席
の
ま
ま
で
、
会
社
は
募
集
を
続
け
て
い
た
と
主
張
し
た
。

行
政
法
審
判
官
は
、

I
R
C
A
の
出
身
悶
差
別
お
よ
び
悶
籍
羨
別
の

差
別
的
取
扱
い
の
申
立
て
に
関
す
る
立
証
責
任
に
つ
い
て
は
、
一
九
六

四
年
公
民
権
法
第
七
編
の
差
別
的
取
扱
い
に
お
け
る
枠
組
み
を
適
用
し

一
制
ふ

う
る
と
し
て
、

ζ
n
O
0
2
5
Z
O
E
m
-
g
内
。
弓
・
〈
-
。
5
2
判
決
の
枠
組
み

を
適
用
し
、
国
籍
差
別
の
立
一
試
責
任
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の

ま
ず
、
被
用
者
側
は
、
雇
用
主
側
に
波
別
的
な
意
図
が
あ
っ
た
こ
と

を
す
一
殺
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
不
線
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
本

件
で
は
、
一
応
の
証
明
と
し
て
、
①
・
申
立
人
は

I
R
C
A
に
よ
り
保
護

さ
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
、
②
雇
用
主
の
募
集
し
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

応
募
し
、
適
格
を
有
し
た
こ
と
、
③
適
格
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

採
用
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
、
④
そ
の
犯
T
h
H

の
後
も
そ
の
ポ
ス
ト
が
空
席

の
ま
ま
で
あ
り
、
申
立
人
と
同
様
の
適
格
を
有
す
る
者
の
募
集
を
継
続

し
て
い
た
こ
と
を
、
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

次
に
、
一
応
の
証
明
が
な
さ
れ
た
場
合
、
桜
用
主
は
、
そ
れ
が
適
法

な
、
差
別
的
で
な
い
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
一
雇
用
主
が
反
論
に
成
功
し
た
場
合
、
申
立
人
は
、
一
線

問
問
主
の
挙
げ
た
理
由
が
、
違
法
な
差
別
の
単
な
る
口
実
に
す
ぎ
ず
、
真

実
の
理
由
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
理
府
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立

六
O

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。

以
上
の
枠
組
み
に
よ
り
、
行
政
法
審
判
官
は
、
本
件
に
つ
い
て
は
、

申
立
人
が
一
応
の
証
明
を
な
し
た
こ
と
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
会

社
側
に
お
い
て
、
税
金
を
源
泉
徴
収
す
る
た
め
に
社
会
保
防
番
号
を
求

め
る
こ
と
は
、
通
常
の
採
用
手
続
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
取
恋
人
を
採

用
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
適
法
で
蒸
別
的
で
な
い
理
由
が
あ
る
と
主

張
し
た
と
こ
ろ
、
行
政
法
審
判
官
は
、

I
R
C
A
の
解
釈
、
丈
一
言
、
立

法
史
か
ら
、

I
R
C
A
は
緩
用
の
前
提
条
件
と
し
て
社
会
保
障
番
号
を

求
め
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
な
い
と
し
、
会
社
側
の
主
張
を
認
め
た
。

本
決
定
は
、
国
籍
に
も
と
づ
く
採
用
差
別
事
案
に
つ
い
て
も
、
第
七

一
編
の
枠
組
み
を
用
い
、
つ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
一
応
の
証
明
が
な
さ

れ
た
場
合
に
お
け
る
雇
用
主
側
の
正
当
理
由
の
主
張
に
つ
い
て
判
断
し
、

社
会
保
障
番
号
の
提
示
を
要
求
す
る
こ
と
(
お
よ
び
そ
れ
が
拒
否
さ
れ

た
こ
と
)
が
不
採

mに
つ
い
て
の
正
当
理
市
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
め

た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

4

出
身
国
差
別
と
国
籍
差
別
の
交
錯
す
る
事
件
の
取
扱
い

上
述
の
と
お
り
、
出
身
間
差
別
事
件
に
つ
い
て
は
、
第
七
附
械
が
適
附

さ
れ
る
場
合
に
は

I
R
C
A
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
第
七
編
を
管
轄
す
る

I
R
C
A
の
明
文
の
規
定
に
よ
り
、

E

E
O
C
と
O
S
C
と
の
聞
の
管
轄
権
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
は
生
じ
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
の
事
案
に
お
い
て
、
出
身
間
差
別
と
附



籍
差
別
の
両
者
が
交
錯
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
そ
の
場
合
に
つ
い
て

は、

E
E
O
Cと
O
S
C
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
手
続
き
を
遂
行
し
う
る

か
、
な
い
し
は
、
別
個
に
法
違
反
が
成
立
し
う
る
か
が
問
題
と
な
る
。

{
1】

M
N
O
B
O
〈

同

JaEVι]}

申
立
人
は
、
一
九
七
六
年
に
合
衆
国
に
不
法
入
国
し
た
の
ち
滞
在
を

続
け
、
一
九
八
六
年
九
月
か
ら
被
申
立
人
会
社
に
よ
り
雇
用
さ
れ
て
い

た
が
、
一
九
八
七
年
四
月
に
就
労
資
格
を
証
明
で
き
な
い
こ
と
を
理
由

に
解
雇
さ
れ
た
た
め
、
申
立
人
は
、
出
身
国
差
別
の
申
立
て
を

E
E
O

C
に
、
国
籍
差
別
の
申
立
て
を

O
S
C
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

そ
こ
で
、
同
一
の
行
為
に
つ
い
て
、
出
身
国
差
別
と
、
国
籍
差
別
の
二

〈
酎
}

つ
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
行
政
法
審
判
官
は
、
事
案
に
よ
っ
て
は
同
一
の

行
為
が
出
身
国
差
別
に
も
国
籍
差
別
に
も
当
た
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

認
め
た
う
え
、
出
身
図
差
別
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
で
、
管
轄
が

一
雇
用
主
の
被
用
者
数
に
よ
っ
て

E
E
O
C
か
O
S
C
か
に
分
け
ら
れ
、

両
機
関
が
と
も
に
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

同
一
の
事
案
が
出
身
国
と
国
籍
に
基
づ
く
場
合
に
つ
い
て
は
、
明
文
で

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
七
編
に
も
と
づ
く
出
身
国
差
別
と

I
R
C
A
に
も
と
づ
く
国
籍
差
別
の
申
立
て
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ
と
は

両
立
し
う
る
、
と
判
断
し
た
。

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
早
川
)

以
上
の
よ
う
に
、
第
七
編
に
も
と
づ
く
申
立
て
と

I
R
C
A
に
も
と

づ
く
申
立
て
は
両
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、

O
S
Cと
E
E
O
C
は、

管
轄
権
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
を
避
け
る
た
め
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、
以

下
の
よ
う
な
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
同
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

、
前
V

は
、
一
九
八
九
年
に
作
成
さ
れ
た
が
、
一
九
九
八
年
に
、
そ
れ
ま
で
の

{
甜
}

法
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
若
干
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
主
な
改
正
点
は
、

就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
お
よ
び
報
復
に
関
す
る

O
S
C
へ
の

移
送
に
つ
い
て
記
述
を
加
え
た
こ
と
、

O
S
C
に
移
送
す
る
際
の

E
E

O
C
に
よ
る
移
民
資
格
の
調
査
を
不
要
と
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

ま
ず
、
出
身
悶
差
別
に
つ
い
て
、
申
立
て
が
個
別
の
行
為
ま
た
は
制

度
的
差
別
に
対
す
る
も
の
の
と
き
は
、
次
の
三
点
を
す
べ
て
満
た
し
た

場
合
に
は
、

E
E
O
Cは
事
件
を
O
S
C
の
特
別
検
察
官
に
移
送
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
採
用
、
解
一
雇
一
、
募
集
、
職

業
紹
介
の
差
別
の
申
立
て
で
あ
る
こ
と
、
②
E
E
O
C
の
管
轄
外
で
あ

る
こ
と
(
雇
用
主
の
被
用
者
が
当
年
ま
た
は
前
年
に
こ

O
暦
週
以
上
の

各
労
働
日
に
一
五
人
よ
り
少
な
い
と
き
、
ま
た
は
、
一
雇
用
主
が
第
七
編

の
明
文
で
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
と
き
)
、
③
差
別
の
あ
っ
た
と
さ

れ
る
日
に
四
人
以
上
の
常
勤
ま
た
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
被
用
者
が
い
る

こ
と
、
の
一
一
一
点
で
あ
る
。

次
に
、
国
籍
差
別
に
つ
い
て
は
、
申
立
て
が
個
別
の
行
為
ま
た
は
制

度
的
差
別
に
対
す
る
も
の
の
と
き
は
、
上
記
①
お
よ
び
③
の

2
点
を
満

た
し
た
と
き
、

E
E
O
Cは
事
件
を
O
S
C
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な

一ムハ
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二

0
0

い
と
し
た
。
し
か
し
、
国
籍
産
加
の
申
立
て
で
あ
っ
て
も
、
第
七
…
縦
が

適
用
さ
れ
る
雇
用
主
等
で
あ
る
場
合
、

E
E
O
C
は
可
能
な
範
囲
で
、

第
七
編
の
出
身
国
差
別
の
事
件
と
し
て
扱
い
、

O
S
C
に
移
送
し
な
い

と
し
た
。
ま
た
、
市
民
権
を
条
件
と
す
る
こ
と
や
市
民
権
が
あ
る
持
を

選
好
す
る
こ
と
が
、
出
身
関
差
別
の
目
的
ま
た
は
効
来
を
有
し
て
い
る

な
ど
、

E
E
O
C
が
管
轄
権
を
持
つ
申
立
て
の
場
合
は
、
第
七
編
に
基

づ
い
て

E
E
O
C
が
取
扱
い
、
他
方
で
、
そ
の
申
立
て
が
上
述
の

O
S

C
が
扱
う
国
籍
差
別
事
件
の
要
件
を
満
た
す
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て

O
S
C
に
移
送
し
、
調
査
に
お
い
て
は
問
機
関
が

協
力
し
て
行
う
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、

o
s
cか
ら

E
E
O
C
に
事
件
を
移
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
ま
ず
、
出
身
間
差
別
の
場
合
、
中
之
て
が
個
別
の
行

為
、
制
度
的
差
別
お
よ
び
集
合
的
差
別
王
国
国
罰
金
三
コ
ヨ
一

E
Z
Z
)
に

対
す
る
も
の
の
と
き
は
、
①
O
S
C
の
管
轄
外
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、

I
R
C
A
の
規
定
に
基
づ
く
申
立
て
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
な
い
こ

と
、
②
採
用
、
解
雇
、
報
酬
、
条
件
お
よ
び
雇
用
上
の
特
権
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
の
両
方
を
満
た
し
た
場
合
で
あ
る
と
し
た
。
次
に
、

国
籍
差
別
の
申
立
て
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
二
点
の
条
件
に
加
え
、
③
申

し
立
て
ら
れ
て
い
る
差
別
行
為
が
、
出
身
悶
に
基
づ
く
差
別
の
目
的
ま

た
は
効
巣
を
持
っ
て
い
る
と
き
、
の
す
べ
て
を
満
た
し
た
場
合
は
、

O

S
C
は
事
件
を

E
E
O
C
に
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ο

一，。
ノ、

5

就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用

(
1
)
制
度
の
内
容

就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
に
お
い
て
、
一
議
用
主
が
労
働
者
に
対
し
て

神

移
民
法
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
書
類
以
外
の
書
類
を
要
求
し
た
り
、
表
樹

上
真
正
の
も
の
で
あ
る
書
類
の
確
認
を
蛇
否
す
る
こ
と
は
、
上
述
の
出

身
国
羨
別
ま
た
は
国
籍
護
別
の
意
図
が
あ
る
場
合
は
移
民
関
連
不
当
一
燥

用
行
為
と
な
る
。
こ
れ
を
「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
滋
用
」
(
書

類
滅
用
一
色

0
2
2
2
2吉
田
開
)
と
い
う
。
一
九
八
六
年
に

I
R
C
A
は、

雇
用
主
が
外
関
人
を
不
法
就
労
者
と
知
り
つ
つ
.
混
用
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
書
類
確
認
義
務
規
定
を
新
設
し
た
が
、
当
時
は
こ
の
書
類
線
認

に
お
け
る
荒
別
禁
止
規
定
は
な
く
、
一
九
九

O
年
法
に
よ
っ
て
こ
の
警

類
差
別
禁
止
規
定
が
追
加
さ
れ
た

G

本
規
定
が
設
け
ら
れ
る
に
奈
っ
た

の
は
、
書
類
縫
認
義
務
の
履
行
を
口
実
と
し
た
出
身
悶
差
別
等
の
存
在

型
、

が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
と
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
2
)
差
別
意
閣
の
問
題

と
こ
ろ
で
、
一
九
九

O
年
法
は
国
籍
な
い
し
出
身
国
差
別
の
意
図
を

書
類
確
認
制
度
の
般
用
の
要
件
と
し
て
定
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
雇

用
主
が
、
書
類
確
認
義
務
に
従
お
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

書
類
確
認
制
度
の
濫
用
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

問
題
が
惹
起
し
た
c

次
に
み
る
よ
う
に
、
裁
判
例
に
は
解
釈
上
差
別
意

凶
が
要
求
さ
れ
る
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
一
般
的
な
理



解
に
は
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
一
様
府
主
が
書
類
確
認
義
務
を
履
行
す
る

町仰

の
を
窓
口
勿
に
す
る
た
め
の
方
策
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
六
年
法
記
'

m
p
t
湾
と
に
よ
り
、
「
差
別
の
目
的
ま
た
は
意
図
を
も
っ
て
」
と
い
う

文
日
日
が
付
け
加
え
ら
れ
、
差
別
意
図
の
要
件
が
明
文
化
さ
れ
た

(
Z
a

m〉
{
閉
山
〉
叩
品
一
ど
)
。

前
述
の
と
お
り
、
援
用
主
処
罰
の
擬
制
的
認
識
の
成
宣
に
対
し
て
は
、

書
類
確
認
義
務
の
誠
実
履
行
が
抗
弁
と
な
る
と
の
明
文
の
規
定
が
あ
る

の
に
対
し
、
移
民
関
連
不
当
一
躍
用
行
為
と
し
て
の
書
類
線
認
制
度
の
濫

用
の
成
立
に
対
す
る
抗
弁
と
し
て
は
明
文
上
の
規
定
が
な
い
た
め
、
同

義
務
の
誠
実
履
行
が
、
後
者
の
抗
弁
た
り
う
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
六
年
法
が
本
規
定
に
差
別
意
図
を
要
件

と
し
た
結
果
、
誠
実
履
行
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
差
別
意
図
は
否
定
さ
れ

戸
叫

る
と
の
見
解
が
布
力
で
あ
る
。

書
類
雑
認
制
度
に
お
け
る
差
別
意
関
を
め
ぐ
る
事
例
と
し
て
は
、
以

下
の
も
の
が
あ
る
。

出

{
1
}
m
G
E
E
C
=
-
J
F
H
F同
列
白
口

n
E唱

g
n・，
t
c
=一
寄
与
∞
宮
門
町
抗

本
件
で
雇
用
主
は
、
合
衆
岡
市
民
お
よ
び
外
国
人
の
応
募
者
両
方
に
、

移
民
法
上
は
一
つ
の
書
類
の
確
認
で
足
り
る
と
こ
ろ
を
二
棟
殺
の
書
類

を
姿
求
し
て
い
た
(
合
衆
国
市
民
に
対
し
て
は
、
運
転
免
一
好
註
お
よ
び

社
会
保
障
カ

l
ド
を
要
求
し
、
外
閑
人
に
対
し
て
は
、

I
N
S
の
書
類

お
よ
び
社
会
保
障
カ
ー
ド
、
ま
た
は
二
種
類
の

I
Dを
要
求
し
た
)
。

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
早
川

行
政
法
審
判
官
れ
は
、
こ
の
措
慢
が
就
労
資
格
設
類
確
認
制
度
の
滋
浴
に

あ
た
る
と
し
た
が
、
連
邦
第
九
巡
閲
区
採
訴
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
、
応
募
者
に
対
し
て
出
身
臨
ま
た
は
隠
絡
に
も
と
づ
く
差
別
的

な
不
利
益
取
扱
い
を
し
、
ま
た
は
差
別
的
な
負
却
を
負
わ
せ
る
場
合
で

な
け
れ
ば
法
違
反
は
成
虫
し
な
い
と
し
て
、
行
政
法
等
判
山
口
の
決
定
を

途
法
と
し
た
。

裁
判
所
は
、
ま
ず
、
本
件
が
一
九
九
六
年
の
法
改
正
前
の
挙
案
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
に
つ
い
て
定
め
た

一
九
九

O
年
法
の
規
定
の
解
釈
を
行
っ
た
。
改
正
前
の
規
定
で
は
、
就

労
資
俗
書
類
を
確
認
す
る
た
め
に
、
規
定
よ
り
多
く
の
ま
た
は
異
な
る

書
類
を
要
求
し
、
あ
る
い
は
、
表
面
上
真
正
な
議
類
を
拒
γ

小
け
し
た
場
合

に
は
、
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
る
、
と
の
み
規
定
さ

れ
て
い
た
。
裁
判
所
は
、
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
に
お
い
て
、
規
定

よ
り
多
く
の
書
類
を
要
求
し
た
一
雇
用
、
五
は
、
差
別
の
丘
証
な
し
に
移
民

関
連
不
当
雇
用
行
為
の
安
佐
を
魚
、
っ
と
の
政
府
の
解
釈
を
否
定
し
、

九
九
六
年
法
で
は
一
九
九

O
年
法
に
含
ま
れ
て
い
た
差
別
意
図
の
要
件

を
単
に
明
文
化
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
判
断
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
本
件
で
、
一
雇
用
主
は
二
つ
の
誉
類
を
要
求
し
て
い
る

が
、
ム
口
衆
回
市
民
と
外
国
人
に
平
等
に
二
種
類
の
書
類
を
姿
求
し
て
い

る
の
で
、
差
別
に
は
あ
た
ら
ず
、
ま
た
そ
の
要
求
に
従
わ
な
か
っ
た
た

め
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
者
も
い
な
い
こ
と
か
ら
、
差
別
意
図
の
立
証

が
な
い
と
判
断
し
た
。

一L
ハ
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0
0

本
判
決
は
、
一
九
九
六
年
法
に
よ
る
改
正
以
前
で
あ
っ
て
も
就
労
資

絡
書
類
確
認
制
度
の
灘
用
を
移
民
関
連
不
当
一
雇
用
行
為
と
判
断
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
一
九
九

O
年
法
も
諜
別
意
関
の
立
証
を
要
求
し
て
い
た

と
し
た
も
の
ゼ
あ
る
ο

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
一
般
的
な
も

の
で
は
な
く
、
本
件
事
案
で
の
一
雇
用
主
の
行
為
は
当
時
の
法
解
釈
の
も

と
で
違
法
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
上
述
の
よ
う
な
一

九
九
六
年
法
に
よ
る
改
正
が
行
わ
れ
、
差
別
意
図
の
要
否
を
巡
る
議
論

に
一
応
の
決
着
が
み
ら
れ
た
。

R

M
加

【

2
}
C
2
8
ι
ω
S
R
M
〈・

4
0喧
口
出
向
ロ
ヰ
内
己
吉
郎
円
予

E
n・

被
申
立
人
会
社
の
人
事
担
当
マ
、
不
l
ジ
ャ
!
は
、
市
民
で
な
い
二
名

の
被
用
者
の
級
統
雇
用
に
際
し
、
そ
の
就
労
資
格
を
確
認
す
る
た
め
に

I
N
S発
行
の
就
労
許
可
蓄
の
提
示
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
時
点
に

お
い
て
、

I
N
S
か
ら
期
間
更
新
の
許
可
書
類
が
ま
だ
本
人
の
手
元
に

印
刷
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
人
と
も
就
労
資
格
が
あ
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
社
会
保
隊
カ

l
ド
を
提
示
し
た
が
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

二
人
が

I
N
S
の
就
労
許
可
蓄
を
提
示
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
府
に
、

そ
れ
ぞ
れ
を
解
雇
し
た
。
そ
こ
で
、

o
s
cが
放
済
請
求
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
行
政
法
審
判
官
は
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

ま
ず
、
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
に
つ
い
て
は
、
@
法
が
要

求
す
る
よ
り
も
多
く
の
書
類
ま
た
は
そ
れ
と
異
な
る
書
類
を
要
求
す
る

場
合
と
、
②
表
面
上
真
正
の
窓
口
類
の
確
認
を
拒
否
す
る
場
合
が
あ
り
、

一
六
四

こ
れ
ら
は
、
採
用
に
際
し
て
、
移
民
関
連
不
当
援
用
行
為
に
な
り
う
る

が
、
一
雇
用
の
継
続
の
際
の
再
確
認
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
し
た
c

そ
の
う
え
で
、
①
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

O
S
C
は
、
次
の

3
つ
の
一
安

件
に
つ
い
て
立
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

(a)

被
申
立
人
が
当
該
誉
類
を
婆
求
し
た
こ
と
、

(
b
)
就
労
資
格
確
認
制

度
で
要
求
さ
れ
る
よ
り
多
く
の
ま
た
は
そ
れ
と
異
な
る
書
類
を
要
求
し

た
こ
と
、

(

C

)

そ
の
要
求
は
、
就
労
資
格
確
認
制
度
を
定
め
た
法
の

規
定
に
従
う
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
の
一
一
一
点
で
あ
る
。
本
件
で
は
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

I
N
S
の
発
行
し
た
特
定
の
書
類
を
要
求
し
た
こ
と

は
、
就
労
資
格
確
認
制
度
の
規
定
に
従
お
う
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
際
に
、
法
律
上
の
要
求
範
開
聞
を
超
え
て

I
N
S
の
特
定
の
書

類
の
み
に
拘
っ
た
こ
と
は
、
差
別
意
関
に
も
と
づ
く
移
民
関
連
不
当
磁

用
行
為
と
な
る
と
し
、
二
名
の
被
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
バ
ッ
ク

ペ
イ
お
よ
び
復
職
の
命
令
を
与
え
た
。

本
決
定
は
、
採
用
の
と
き
だ
け
で
な
く
、
一
様
一
用
継
続
に
つ
い
て
も
同

様
に
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
の
禁
止
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と

し
、
規
定
よ
り
多
く
の
ま
た
は
そ
れ
と
異
な
る
寄
類
を
姿
求
し
た
場
合

の
立
証
す
べ
き
事
一
壌
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

{
3
}
d
E
H目
ι
∞g
g出

d

〈
町
】
)
ぞ
臼
低
出
向
島
吋

m
n
F
ロ
c-c堕
弘
仲
間
開
門
〈
四
円
町
三
)
『

品

目

別

)

〈
R
m
F
E
P
E
n
-

本
件
で
は
、
一
履
府
主
が
過
失
に
よ
り
、
被
用
者
が
提
出
し
た
書
類



(明

2
5同

1
0
品
)
が

I
N
S
の
取
扱
い
上
は
そ
れ
の
み
で
就
労
資
格
を

説
明
す
る
の
に
十
分
な
書
類
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
そ
の
書
類
の

み
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
採
用
後
に
現
実
の
就
労
を
拒
絶
し
た
こ

と
が
、
就
労
資
仲
約
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
に
あ
た
る
か
が
問
題
と
な
っ

た。
こ
の
問
題
に
つ
き
、

o
s
cは
、
①
規
定
よ
り
多
く
の
ま
た
は
異
な

る
書
類
の
要
求
、
あ
る
い
は
表
樹
上
真
正
な
書
類
の
相
好
が
あ
り
、
①

書
類
を
要
求
さ
れ
た
被
用
者
が
保
護
さ
れ
る
集
団
の
一
員
で
あ
れ
ば
、

縦
一
府
主
に
対
し
就
労
資
格
券
類
確
認
制
度
の
濫
用
の
責
任
を
追
及
で
き

る
と
主
張
し
た
が
、
行
政
法
審
判
官
は
、
一
九
九
六
年
法
に
よ
る
改
正

に
お
い
て
、
差
別
意
図
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
①
と
②
の
閥

に
因
果
関
係
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
行
政
法
務
判
官
は
、

就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
に
関
し
、
書
類
川
似
合
が
差
別
的
で
な

い
と
い
う
現
出
を
挙
げ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
磁
用
、
玉
側
が
非
差
別
的
な

腹
自
に
廿
務
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
措
綴
を

と
っ
た
理
由
が
誤
解
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
差
別
意
閣
の
立
誌
に
つ
い

て
の
反
証
た
り
う
る
と
し
た
。

本
決
定
は
、
就
労
資
絡
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
の
成
立
要
件
に
お
け

る
産
別
'
試
閣
の
位
置
付
け
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
…
雇
用
主
は
、
誤
解

に
恭
づ
く
按
設
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
違
法
で
な
い
理
由
を
挙
げ
ら
れ

れ
ば
反
証
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
什
十
川

(
3
)
就
労
資
格
の
再
調
査
の
問
題

な
お
、
以
上
に
関
連
し
て
、
す
で
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、

前
述
の
「
擬
制
的
認
識
」
に
よ
る
一
雇
用
主
処
罰
を
避
け
る
た
め
に
、
当

初
の
書
類
以
外
の
も
の
を
要
求
す
る
な
ど
し
て
、
被
用
者
の
就
労
資
格

を
調
べ
る
こ
と
が
、
法
が
禁
止
す
る
移
民
関
連
不
当
一
様
用
行
為
と
な
る

か
が
問
題
と
な
っ
た
c

O
S
C
は
、
緩
用
主
に
被
用
者
が
不
法
就
労
者
で
あ
る
と
い
う
現
実

の
認
識
ま
た
は
擬
制
的
認
識
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
雇
用
主
は
、
就

労
資
格
を
確
認
す
る
た
め
の
向
調
査
を
行
っ
て
も
、

I
R
C
A
の
も
と

で
の
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
の
賞
任
を
関
わ
れ
な
い
と
の
見
解
を
と

門
出
)

っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
就
労
資
格
書
類
篠
認
制
度
の
滋
沼
が
か
な

り
広
く
認
め
ら
れ
る
傾
向
が
生
じ
た
刊
し
か
し
そ
の
後
、
上
述
の
と
お

り
、
一
九
九
六
年
法
に
よ
る
改
正
に
よ
り
、
差
別
的
意
図
が
あ
る
場
合

に
限
り
違
法
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
就
労
資
格
書
類
確
認
制

度
の
般
用
を
主
張
す
る
者
は
、
雇
用
主
の
差
別
意
闘
を
立
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
躍
用
主
の
行
為
が
「
誠
実
」
に
同

制
度
に
従
お
う
と
す
る
意
閣
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
は
、
間
制
度
の
滋

用
は
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

I
N
S
(
現
夜
は
、

I
C
E
)
に

よ
り
擬
制
的
認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
う
る
状
況
に
お
い
て
、
雇
用

主
が
就
労
資
格
を
確
認
す
る
た
め
に
当
初
提
出
さ
れ
た
も
の
以
外
の
書

類
を
要
求
し
た
場
合
で
も
、
こ
の
よ
う
な
意
関
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

れ
ば
、
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
艦
田
川
は
成
立
し
な
い
。

一
六
五
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波
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適
用
除
外

I
R
C
A
の
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
の
禁
止
規
定
は
、
以
下
の
場

合
に
は
適
用
が
除
外
さ
れ
る
。

6 
(
1
)
不
法
就
労
者
の
除
外

I
R
C
A
の
出
身
間
差
別
お
よ
び
悶
籍
差
別
の
禁
止
条
項
は
、
間
的
文

嶋
一

上
、
不
法
就
労
者
(
無
資
格
外
図
人
)
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

4

九
六

問
年
公
民
権
法
第
七
編
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
籍
差
別
の
禁
止
は
第

七
一
編
に
は
も
と
も
と
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
不
法
就
労
者
へ
の
適
用

は
問
題
に
な
ら
な
い
。
一
方
、
出
身
間
差
別
に
つ
い
て
は
、
裁
判
例
も
、

E
E
O
Cも
不
法
就
労
者
へ
の
第
七
編
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。
し
か

し
、
第
七
編
は
前
述
の
と
お
り
、

4

四
名
以
下
の
事
業
に
適
用
さ
れ
ず
、

ま
た

I
R
C
A
は
不
法
就
労
者
へ
の
適
用
を
除
外
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
小
規
模
事
業
主
の
も
と
で
働
く
不
法
就
労
者
に
は
、
出
身
間

差
別
禁
止
規
定
の
適
用
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

(
2
)
被
用
者
3
人
以
下
の
小
規
模
事
業

間
v

被
用
者
が
3
人
以
ド
の
事
業
は
適
用
除
外
と
な
る
。

(
3
)
問
様
の
適
橋
性
の
も
と
で
の
合
衆
悶
市
民
の
優
先

さ
ら
に
、
合
衆
国
の
市
民
な
い
し
合
衆
閣
の
鴎
絡
を
持
つ
者
が
外
国

人
と
同
様
に
適
格
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
採
用
、
募
集
、

-

J

、一、
一
」
ノ
J

ノ

職
業
紹
介
に
際
し
、
合
衆
国
の
市
民
な
い
し
合
衆
国
国
籍
者
を
優
先
的

山

md

に
選
ぶ
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
、

国
籍
を
理
由
と
す
る
巽
別
取
扱
い
が
許
脊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

総
括

i
l
ア
メ
リ
カ
法
の
特
徴
と
日
本
へ
の
示
唆

以
上
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
移
民
法
に
お
け
る
雇
用
主

処
郊
制
度
お
よ
び
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
c

こ
こ
で
は
も
そ
の
結
果
を
要
約
し
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
法
の
特

徴
お
よ
び
日
本
へ
の
-
一
小
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
阿
制
度
が
創
設
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

I
R
C

A
以
前
の

I
N
A
に
お
い
て
は
、
不
法
就
労
者
自
身
は
退
去
強
制
の
対

象
で
は
あ
っ
た
が
、
雇
用
主
が
不
法
就
労
相
官
を
雇
用
す
る
こ
と
自
体
は

禁
じ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
c

し
か
し
、
不
法
就
労
者
の
増
加
が
社
会

問
題
と
な
っ
た
た
め
、
合
衆
国
議
会
は
、
一
九
八
六
年
に

I
R
C
A
を

成
立
さ
せ
、
同
法
に
お
い
て
、
不
法
就
労
者
を
一
辰
一
周
し
た
者
を
処
罰
す

る
こ
と
に
よ
り
不
法
就
労
を
取
り
締
ま
ろ
う
す
る
「
雇
用
主
処
罰
」
制

度
を
創
設
し
た
。
同
制
度
の
も
と
で
は
、
不
法
就
労
者
と
知
り
つ
つ
採

用
、
募
集
、
職
業
紹
介
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
う
と
知
り
つ
つ
庭
用
を

継
続
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
ま
た
、
「
緩
府
主
処
罰
」
制
度
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
離
用
主
が
不
法
就
労
者
と
知
り
つ
つ
媛
、
つ
こ
と
が

な
い
よ
う
、
一
雇
用
主
に
被
用
者
の
就
労
資
絡
等
を
確
認
さ
せ
る
「
就
労



資
格
設
円
類
確
認
制
度
」
を
導
入
し
た
c

こ
の
確
認
義
務
に
従
わ
な
か
っ

た
援
用
主
に
は
民
事
罰
が
諜
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
就
労
資
格
書
類
確

認
制
度
」
も
、
不
法
就
労
者
の
緩
用
を
防
ご
う
と
す
る
「
一
殿
用
主
処
罰
」

制
度
の
中
に
佼
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

他
方
、
「
雇
用
主
処
罰
」
制
度
の
実
胞
に
よ
り
、
外
国
人
や
外
国
人

に
似
た
者
の
房
一
周
に
援
別
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

法
で
は
、
そ
の
よ
う
な
弊
容
を
紡
止
す
る
た
め
、
一
定
の
出
身
国
系
別

や
国
籍
法
別
を
禁
止
し
た
「
移
民
関
連
不
当
一
線
一
用
行
為
」
制
度
も
劇
設

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九

O
年
法
は
、
雇
用
主
に
よ
る
「
就
労
資
格
書

類
確
認
制
度
の
政
府
」
等
を
「
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
」
に
組
み
込

ん
だ
が
、
同
規
定
の
文
一
一
治
上
、
差
別
意
図
が
要
件
と
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
、
そ
の
姿
百
に
つ
い
て
議
論
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

4

九
九

六
年
法
は
、
「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
政
府
」
に
発
別
意
関
の
要

件
を
付
け
加
え
た
。

次
に
、
こ
れ
ら
「
一
般
別
主
処
罰
」
お
よ
び
「
移
民
間
違
不
当
雇
用
行

為
」
の
法
規
制
お
よ
び
裁
判
例
等
の
運
用
状
況
の
概
略
を
契
約
す
る
。

「
一
日
服
用
主
処
罰
」
の
対
象
と
な
る
の
は
、
①
I
R
C
A
の
施
行
日
で

あ
る
一
九
八
六
年
一
一
月
六
日
よ
り
後
に
、
合
衆
国
内
で
外
国
人
を
雇

用
す
る
た
め
、
外
間
人
に
就
労
資
格
が
な
い
と
知
り
つ
つ
採
用
、
募
集
、

職
業
抑
制
介
を
す
る
こ
と
、
②
外
国
人
が
不
法
就
労
者
で
あ
る
(
ま
た
は

不
法
就
労
者
に
な
っ
た
)
こ
と
を
知
り
つ
つ
継
続
し
て
雇
一
周
す
る
こ
と
、

お
よ
び
苦
労
働
者
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
就
労
資
格
の
書
類
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
早
川
)

確
認
義
務
を
怠
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち
、
「
知
り
つ
つ
」
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば

I
N
S
(現
夜
の

B
C
I
S
お
よ
び

I
C
E等
)
か
ら
被
用
者
が
不

法
就
労
者
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
、
一
雇
用

主
に
は
そ
の
者
の
就
労
資
格
を
確
認
す
る
義
務
が
生
じ
、
ぞ
れ
を
怠
っ

て
被
用
者
を
雇
用
し
続
け
た
場
含
に
は
、
不
法
就
労
者
で
あ
る
こ
と
の

認
識
が
認
め
ら
れ
る
c

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、

I
N
S
(現

在
の

B
C
I
S
お
よ
び

I
C
E等
)
か
ら
通
知
を
受
け
た
後
、
雇
用
主

が
被
用
者
の
就
労
資
格
を
確
認
す
る
ま
で
に
は
、
合
理
的
期
間
が
与
え

ら
れ
る
。
こ
の
合
理
的
期
間
は
単
に
日
数
だ
け
で
な
く
、
確
認
す
る
た

め
に
と
っ
た
手
段
な
ど
が
考
慮
す
べ
き
要
素
と
な
る
。

ま
た
、
「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
」
は
、
雇
用
主
が
、
被
用
者
が

提
示
し
た

I
N
A
お
よ
び
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
書
類
に
よ
り
、
そ

の
私
自
の
就
労
資
格
お
よ
び
本
人
の
同
一
一
性
を
線
認
す
る
制
度
で
あ
る
む

こ
の
義
務
を
誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
で
、
雇
用
主
は
、
不
法
就
労
者
と

「
知
り
つ
つ
」
濯
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
c

他
方
、
「
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
」
に
つ
い
て
み
る
と
、

I
R
C

A
は
、
二
一
ん
の
範
閣
の
出
身
悶
お
よ
び
関
籍
を
理
由
と
す
る
合
法
就
労

者
へ
の
採
用
、
募
集
、
職
業
紹
介
、
解
雇
一
に
お
け
る
蒸
別
を
移
民
関
連

不
当
雇
用
行
為
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
雇
用
主
の
他
、

募
集
者
、
職
業
紹
介
事
業
者
に
も
適
用
さ
れ
る
。

ま
ず
、
出
身
関
差
別
に
つ
い
て
は
、
…
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編

舗、.
J

J

-

i
ノ
，

+L
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法
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五
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一
一

0
0

は
一
五
人
以
上
の
被
用
者
を
一
雇
用
す
る
事
業
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、

I

R
C
A
の
出
身
出
差
別
規
定
が
適
用
に
な
る
の
は
、
四
人
以
上
一
四
人

以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
小
規
模
事
業
主
で
あ
る
。

I
R
C
A
の
出

身
間
業
別
禁
止
の
対
象
は
、
不
法
就
労
者
を
除
く
す
べ
て
の
者
、
す
な

わ
ち
合
衆
関
市
民
な
い
し
合
衆
国
国
籍
者
、
お
よ
び
合
法
就
労
の
外
国

人
で
あ
る
。
次
に
、

4

九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
一
編
は
国
籍
差
別
自
体

を
禁
止
し
て
は
い
な
い
の
で
、
国
籍
差
別
は
、

I
R
C
A
の
み
に
よ
り

禁
止
さ
れ
る
c

た
だ
し
、
国
籍
産
別
禁
止
の
対
象
は
、
合
衆
国
市
民
な

い
し
合
衆
国
国
籍
者
お
よ
び

b

定
範
闘
の
合
法
就
労
者
に
限
ら
れ
て
い

る。
こ
れ
ら

I
R
C
A
の
出
身
同
差
別
お
よ
び
国
籍
来
別
の
差
別
的
取
扱

い
の
由
主
況
で
に
関
す
る
立
証
資
任
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
四
年
公
民
権

法
第
七
一
縦
の
差
別
的
取
扱
い
に
お
け
る
枠
組
み
を
適
用
し
う
る
と
さ
れ

て
い
る
c

ま
た
、
同
品
の
事
業
で
、
出
身
間
差
別
と
凶
籍
差
別
の
交
錯

す
る
場
合
が
あ
り
う
る
つ
こ
の
よ
う
な
事
件
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

別
個
に
法
違
反
が
成
立
し
、

E
E
O
C
と
O
S
C
に
対
し
別
個
に
手
続

を
行
、
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
問
機
関
は
、
管
轄
の
調
整
に
つ
い
て

の
合
意
を
有
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
滋
用
」
に
つ
い
て
は
、
一
履

山
川
主
が
移
民
法
上
要
求
さ
れ
る
書
類
以
外
の
書
類
を
要
求
し
た
り
、
表

面
上
真
正
の
も
の
で
あ
る
書
類
、
の
確
認
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
上
述
の

出
身
間
差
別
ま
た
は
間
終
業
別
の
意
関
が
あ
る
場
合
は
移
民
関
連
不
当

A
-

、'L
一J
ノ
，
j

回
服
用
行
為
と
な
る
。
ま
た
、
採
用
時
だ
け
で
な
く
、
雇
用
の
継
続
の
際

に
お
い
て
も
、
同
禁
止
規
定
は
適
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
緩
用
主

は
、
誤
解
に
も
と
づ
く
姶
霞
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
違
法
で
な
い
瑚
崎
市
山

を
恭
げ
ら
れ
れ
ば
、
品
産
別
意
図
に
関
す
る
反
証
と
し
て
十
分
と
し
た
事

例
も
あ
る
。

以
上
の
雇
用
主
処
罰
お
よ
び
移
民
関
連
不
当
緩
照
行
為
制
度
の
検
討

を
踏
ま
え
て
、
ア
メ
リ
カ
法
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
、
わ
が
国

に
と
っ
て
い
か
な
る
示
唆
が
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
て
み

た
い
c

ま
ず
、
合
衆
国
移
民
法
に
お
け
る
外
凶
人
労
働
者
政
策
か
ら
は
、
「
排

除
」
と
「
統
合
」
と
い
う
二
つ
の
恭
本
的
理
念
の
対
定
と
そ
の
調
和
の

た
め
の
試
み
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、

不
法
就
労
者
を
雇
用
し
た
雇
用
主
等
を
処
罰
す
る
制
度
に
よ
っ
て
不
法

就
労
者
の
「
排
除
」
を
図
る
と
同
時
に
、
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制

度
に
よ
る
差
別
の
禁
止
を
通
じ
て
、
合
法
就
労
者
を
合
衆
国
の
労
働
市

場
な
い
し
雇
用
社
会
に
「
統
合
」
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ

る
c

そ
し
て
、
雇
用
主
処
罰
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
と
問
時
に
、
そ
れ

に
よ
る
差
別
の
発
生
を
懸
念
し
て
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
に
一
不
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
排
除
」
と
「
統
合
」
と

い
う
2
つ
の
理
念
は
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
つ
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
ア
メ
リ
カ
の
外
国
人
労
働
者
政
策
は
、
何
者
の
調
和
を
国
る
方



向
で
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
以
上
の
ご
つ
の
甥
念
の
う
ち
、
「
排
除
」
に
つ
い
て
は
基
本

的
に
移
民
法
に
お
い
て
笑
現
さ
れ
て
来
た
反
面
(
労
働
関
係
に
限
ら
れ

な
い
が
、
不
法
滞
在
者
へ
の
退
去
強
制
制
度
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
)
、

「
統
合
」
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
に
は
労
働
法
三
九
六
四
年
公
民
権

法
第
七
縦
に
よ
る
出
身
国
差
別
禁
・
止
が
そ
の
代
表
で
あ
る
)
が
主
と
し

て
担
っ
て
き
た
と
い
え
る
が
、
雨
思
念
の
調
和
の
方
法
と
し
て
は
、
移

民
法
に
お
い
て
労
働
政
策
を
考
慮
し
た
制
度
の
設
計
・
運
用
を
行
う
こ

と
や
、
労
働
法
に
お
い
て
も
移
民
政
策
を
考
慮
し
た
制
度
の
設
計
・
運

用
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
項
で
取
り
ヒ
げ
た
雇
用
主
処
罰
制

度
と
移
民
関
連
不
当
一
雇
用
行
為
制
度
は
移
民
法
の
中
で
こ
う
し
た
方
向

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
ア
メ
リ
カ
移

民
法
は
移
民
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
労
働
法
と
し
て
の
側
耐
を
も
っ
て

〈
山

い
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
方
向
性
は
、
他
の

制
度
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
労

働
証
明
制
度
や
不
法
就
労
者
へ
の
労
働
法
規
の
適
用
を
取
り
上
げ
て
芳

一
削
、

「
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
)
。

わ
が
悶
に
お
い
て
も
、
移
民
の
入
国
・
在
印
闘
を
管
理
・
規
制
す
る
移

民
法
(
わ
が
国
で
の
入
管
法
)
は
労
働
市
場
法
の
一
形
態
で
も
あ
る
と

附
v

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
移
民
政
策
(
外
国
人
の

入
国
・
夜
留
に
関
す
る
政
策
)
と
労
働
政
策
の
交
錯
や
調
和
を
意
識
し

た
制
度
の
あ
り
方
は
、
今
後
の
わ
が
国
の
制
度
設
計
に
と
っ
て
も
有
益

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
日
十
川

な
示
唆
を
な
す
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

次
に
、
よ
り
具
体
的
な
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
経
験
は
、
今
後
の
わ
が
国
の
制
度
設
計
や
そ
の
巡
回
加
に
と
っ
て
参

考
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
の
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
雇
用
主
処
罰
制
度

に
つ
い
て
は
、
上
述
の
と
お
り
、
不
法
就
労
者
を
一
縦
一
周
し
た
康
一
用
主
を

処
罰
す
る
こ
と
に
よ
り
不
法
就
労
を
取
り
締
ま
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
不
法
就
労
者
と
「
知
り
つ
つ
」
採
用
、
募
集
、
職
業
紹
介
す
る
者
、

継
続
し
て
雇
用
す
る
者
が
処
罰
の
対
象
と
な
る

Q

わ
が
国
の
「
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
の
「
不
法
就
労
助
長
罪
」
に
お
い
て
も
、
不

法
就
労
者
で
あ
る
こ
と
の
認
識
は
要
件
と
な
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の

↑
附
h

で
、
合
衆
国
で
の
一
雇
用
主
処
罰
制
度
の
運
用
状
況
は
日
本
法
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
参
考
と
な
る
。

ま
た
、
わ
が
閣
に
お
い
て
は
、
外
悶
人
を
採
用
す
る
際
、
旅
券
や
外

国
人
登
録
誌
で
就
労
資
格
の
有
無
を
機
認
す
る
こ
と
は
一
般
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
合
衆
国
で
麗
川
、
王
処
罰
制
度
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
」
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
(
む

し
ろ
、
法
務
大
沼
が
発
行
す
る
「
就
労
資
格
設
明
書
」
(
入
管
法
一
九

条
の
二
)
は
、
外
国
人
の
求
め
に
よ
り
に
発
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

雇
用
主
側
か
ら
提
出
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
)
。
わ
が
国
で

は
、
不
法
就
労
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
雇
用
主
に
就

労
資
格
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
誠
実
に
履
行
す
れ
ば
、
「
知
り

つ
つ
」
雇
用
し
た
こ
と
の
抗
弁
と
も
な
る
こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
将
来

こ
ハ
九
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二
)

に
お
け
る
制
度
設
討
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
「
移
民
関
連
不
当
泌
用
行
為
」
制
度
は
、

I
R
C
A
に
お

い
て
「
泌
府
主
処
罰
」
制
度
の
導
入
に
よ
る
弊
住
吉
を
避
け
る
た
め
、
一

定
の
合
法
就
労
者
に
対
す
る
出
身
国
お
よ
び
国
籍
法
別
を
禁
じ
る
た
め

に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
は
こ
う
し
た
制
度
は
導
入

さ
れ
て
い
な
い
(
冒
頭
で
み
た
よ
う
に
、
わ
が
閣
に
お
い
て
は
、
労
働

基
準
法
一
一
一
条
に
お
い
て
国
籍
差
別
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
派
別
に
は

適
用
さ
れ
な
い
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
)
。
今
後
、
「
γ

小
法
就
労
助
長
罪
」

の
適
用
が
増
え
、
一
一
勝
の
不
法
就
労
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、

外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
採
用
差
別
が
広
が
っ
て
い
く
可
能

性
が
あ
り
、
合
衆
国
で
の
こ
の
よ
う
な
莱
別
禁
止
規
定
、
お
よ
び
裁
判

例
等
の
連
用
状
況
は
、
今
後
の
日
本
に
お
け
る
制
度
を
検
討
す
る
上
で

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

」七
O

キー(
1
}

一
幻
世
紀
行
本
の
総
恕
」
怒
談
会
・
何
一
批
紀
日
本
の
構
想
!
日
本
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
は
日
本
の
中
に
あ
る
(
一
吋

O
C
O年
)
争
ゐ

A

一
一
一
氏
、
外
川
間
人
桜
別
問
題
研

究
会
・
外
同
人
琢
用
問
題
研
究
会
報
告
書
(
一
一

O
C
二
年
}
な
ど
っ

(
2
)

わ
が
凶
の
人
管
法
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
法
を
参
考
と
し
て
定
め
た
附
和
二
六

年
(
一
九
五

A

年
)
の
「
出
人
間
管
制
父
ど
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
清
水
洋

紛
・
米
国
移
民
法
に
お
け
る
外
間
人
の
夜
惚
資
絡
制
度
に
関
す
る
研
究
(
法
務

研
究
報
告
書
八
五
集
一
り
)
(
法
務
総
合
研
究
所
、
一
九
九
八
年
)
九
一
ハ
〉

民
参
照
口

(
3
)

不
法
就
労
者
の
緩
問
主
(
同
条
ゐ
坂
一
方
)
の
ほ
か
、
不
法
就
労
者
を
支
配

ド
に
お
い
た
者
お
よ
び
業
と
し
て
の
斡
旋
行
為
を
し
た
お
も
処
罰
の
対
象
と
な

る
(
同
条
一
項
二
号
お
よ
び

-
J
Zつ

(
4
)

労
様
法
一
二
条
は
、
従
来
か
ら
問
籍
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
や
し
か
し
、
労
働

条
件
波
別
に
限
ら
れ
、
採
刑
法
別
は
規
制
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
外
凶

人
扱
別
へ
の
対
応
と
し
て
は
十
分
で
な
い
っ
品
川
抽
出
谷
昨
日
比
土
翁
「
ア
メ
リ
カ
合
衆

凶
の
移
民
政
策
と
労
働
市
場
」
初
会
保
隊
側
究
所
一
蹴
「
外
国
人
労
働
者
と
社
会

保
隣
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
~
九
九
一
年
)
一
三
-
一
一
1
1

占
五
二
良
は
、

I
R

C
A
の
成
立
に
至
る
移
民
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
か
で
、
日
本
法

に
お
け
る
こ
の
点
の
法
的
整
備
の
欠
加
を
指
摘
し
て
い
る
(
肉

A

五
O
山
氏
注
一

五
参
加
…
)
。

(
に
と
こ
の
制
度
を
紹
介
し
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憲
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叶
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懲
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が
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検
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0
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の
よ
う
な
就
労
資
絡
書
類
の

篠
認
手
続
き
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
差
別
の
犠
牲
者
を
保
護
す
る
た
め
だ

け
に
限
定
せ
ず
、
そ
れ
以
外
の
形
態
の
問
籍
差
別
に
も
広
く
当
て
は
ま
る
と
解

釈
さ
れ
て
い
る
(
ピ
ヨ
青
島
的
E
2
戸

玄

c
u
o
E巳
-
0
2
m一
室
。
v
号
明
一
申
申
}

c
n〉
Z
C
「開
V
A
a

弓
で
は
、
就
労
可
能
な
合
衆
悶
労
働
私
自
が
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
が
な
い
と
し
て
、

H
l
2
B
ビ
ザ
で
外
国
人
を
受
入
れ
よ
う
と
し

て
い
た
離
別
主
が
、
合
衆
国
労
働
者
を
採
用
航
-
合
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
行
政

法
審
判
官
同
は

O
S
C
の
こ
の
よ
う
な
見
解
を
支
持
し
た
)
。

(
叩
川
)
白
戸
}
印
門
的
即

Z
Mムヴ(お)(凶)・

(η)
ミ
申
請
か
ら
二
年
以
内
に
市
民
権
を
取
得
す
る
こ
と
と
の
婆
件
は
、
厳
格

ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
(
早
川
)

に
は
適
川
川
さ
れ
ず
、

I
N
S
で
の
手
絞
き
の
遮
れ
と
、
継
続
し
て
市
民
機
取
得

の
底
思
が
あ
る
こ
と
が
江
川
試
で
き
れ
ば
二
司
を
お
え
で
も
差
し
支
え
な
い
と
さ

れ
て
い
る
〉

(
町
内
)
最
初
に
設
別
然
止
条
項
を
提
案
し
た
下
院
淡

H
H
F
2
4
p
g
r
が
，
九
八
問

年
に
開
蹴
出
し
た
法
案
(
明
言
2
f

〉
2
3
e
M
M
E
且
と
川
町
ば
れ
る
心
)
で
は
、
出
身
附

お
よ
び
外
国
人
で
あ
る
こ
と
の
波
別
を
禁
止
し
、
外
関
人
を
係
剥
脱
さ
れ
る
行
と

そ
う
で
な
い
者
と
に
分
け
て
い
な
か
っ
た
o
p
s
r
E
5
E
B
m
E
は
ト
院
を
通

過
し
た
が
、
第
九
八
州
議
会
の
両
院
協
議
会

(nS時
S
E
R
E
-
Z
E
Z
)
で
持

折
し
、
得
ぴ
下
院
に
移
民
法
改
正
案
が
総
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、
関
籍
法
別
禁

EH
条
項
に
、
「
市
民
お
よ
び
市
民
に
な
ろ
う
と
す
る
者
」
と
の
文
中
が
加
え
ら

れ
て
い
た
。
~
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ミ
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叫
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∞
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目
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(
喧
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叫
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唱
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叫
応
、
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、
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己
的
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回
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問
V
A

同印叶一
M

一
川
岱
(
申
歩
合
円
}
A
V
A
E
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・

(
印
刷
)
本
件
で
は
、
一
九
九
心
年
法
で
改
正
さ
れ
る
前
の
一

I
R
C
A
の
条
文
が
適
用

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
、
中
な
人
が
、
問
時
制
諜
別
を
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
前
述
の
「
市
民
に
な
ろ
う
と
す
る
者
」
の
定
義
に
巾
当
て
は
ま
る
か
が
問

題
と
な
づ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
行
政
法
饗
判
官
は
、
時
立
人
が
「
市
民
に
な
ろ

う
と
す
る
者
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
条
文
上
、
差
別
が
あ
っ
た
と
す
る
解
緩
時

一
七
五



筑
波
法
政
第
三
十
五
校
三

0
0

点
で
、
合
法
化
の
ゆ
請
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
中
史
人
は
こ

れ
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
数
済
請
求
を
却

F
し
た

δ

中
浪
人
は
控
訴
し
た
が
、

連
邦
捻
訴
裁
判
所
も
行
政
法
審
判
官
の
判
断
を
叫
維
持
し
た
な
お
、
前
記
の
と

お
り

I
R
C
A
は
、
不
法
滞
住
者
の
合
法
化
を
行
っ
た
が
、
そ
の
巾
'
強
制
期
間
は

本
件
解
一
撲
の
漣
月
で
あ
る

4

九
八
七
年
五
月
に
な
っ
て
開
始
さ
れ
た
の
で
、
解

一
…
限
時
点
に
お
い
て
、
市
立
人
は
合
法
化
の
申
請
資
格
は
あ
っ
た
も
の
の
、
合
法

化
の
崩
・
請
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
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的
問
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第
七
編
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、
不
法
就
労
者
に
も
適
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
お
加
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内
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づ
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昌一
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叫出∞間
Y
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Z
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色
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包
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し
か
し
、
母
校
別
事
件

の
被
答
者
で
あ
る
不
法
就
労
者
に
対
す
る
救
済
の
内
符
に
つ
い
て
は
、
議
論
が

あ
り

(
Z
C出，
E
主
主
主
宮
内
。
邑
-
5
c
E
F
Eわ
〈

Z
「
同
国
い
涼

C
M
一凶
JVQCCM)

に
お
い
て
、
ん
日
衆
鴎
最
高
裁
は
、
不
法
就
労
者
に
対
す
る
パ

y
ク
ベ
イ
の
救
済

を
百
定
し
た
)
、

E
E
O
C
は
、
差
別
事
件
に
お
い
て
、
就
労
資
総
の
有
無
に

つ
い
て
調
恋
し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
ご
定
問
問
。
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判
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い
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人
不
法
就
労
者
に
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す
る
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ァ
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命
令
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時
点
口
司
え
E
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a
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法
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日
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問
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旬
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、
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一
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三
年
)
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間
|
八
七
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参
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(
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会

(
幻
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、
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p
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お
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x
k
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N
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目
、
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韮
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ミ
胃
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角
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33F
、尚之、
E
T
R
6
2
E
E
b
E
C芯
へ

hakH)町
、
再
開
宅
百
ミ
司
、
告
弐
一
九
一
岱
日
出
回
Z
4思
宅
再
開
コ
T
h
再
開

「
立
国
間
国
民
申
(
一

3
3・
な
お
、
就
労
資
格
勢
制
銅
線
認
制
度
の
滋
胤
と
、
出
身
悶

ぷ
別
が
交
錯
す
る
事
件
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
上
述
の

0
5
C
お
よ
び

E
E

O
C
の
管
斡
に
つ
い
て
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
之
山
山
縄
円
以
(
総
)
本
文
参
照
)
が
あ

る
υ

ま
ず
、
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
滋
別
に
つ
い
て
、
申
立
て
が
例
別
の

行
為
ま
た
は
制
度
的
楚
別
に
対
す
る
も
の
の
と
き
は
、
必
就
労
資
格
を
確
認
す

る
際
に
、
規
定
よ
り
多
く
ま
た
は
異
な
る
品
台
数
を
妥
求
し
た
り
、
成
H

新
制
を
釘
絶

し
た
り
、
特
別
の
書
類
を
要
求
し
た
こ
と
、
お
よ
び
②
浅
川
仰
の
あ
っ
た
と
さ
れ

る
日
に
同
人
以
上
の
常
勤
ま
た
は
パ

1
ト
ゲ
イ
ム
の
被
用
者
が
い
る
こ
と
の
二

つ
の
要
件
を
泌
た
し
た
場
合
に
は
、

E
R
O
C
は
事
仰
を

O
S
C
の
特
別
検
察

官
に
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

Q

し
か
し
、
緩
用
主
等
が
第

七
編
の
越
川
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
場
合
、

E
E
O
C
は
可
能
な
限
り
、
就
労

資
格
書
類
縁
認
制
度
の
離
別
が
、
出
身
間
差
別
の
日
的
お
よ
び
効
果
を
も
っ
場

合
に
は
、
第
七
縦
の
事
件
と
し
て
取
扱
い
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、

E
E
O
C
は

o
s
c
へ
の
移
送
は
せ
ず
、
市
政
て
の
一
部
が

O
S
C
の
符
絡
の
条
訓
け
を
満
た

す
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
、

o
s
c
に
移
送
さ
れ
る
。
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し
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過
し
、
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の
う
ち
移
民
法
に
か
か
る
部
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期
限
付
の
就
労
資
怖
で
就
労
す
る
去
に
対
し
て
雇
用
主
は
、
許
可
の
期
間
が

更
新
さ
れ
た
か
と
う
か
を
再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

Z
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5
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を
提
示
し
て
採
用
さ
れ
た
被
用

者
が
、
期
間
満
了
時
期
の
書
類
の
再
線
認
の
た
め
に

I
N
A
の
規
則
所
定
の
社

会
保
隊
カ

i
ド
と
州
発
行
の
身
分
証
を
提
一
不
し
た
が
、
戸
阪
別
主
が
こ
の
書
類
で

は
許
可
期
間
が
吏
新
さ
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
て
拒
刊
行
し
、
何
人
を

解
雇
し
た
事
案
に
つ
き
、
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政
法
家
判
官
は
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用

を
認
め
た
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こ
の
よ
う
に
不
確
定
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の
と
き
に
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、
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労
資
格
が
与
え
ら

れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
不
当
な
結
果
が
事
後
的
に
生
じ
う
る
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で
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の
よ

う
な
場
合
に
は
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あ
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